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一章　知られてはいけない『体質』









　若わか菜な恵え美みは焦っていた。

　中堅の法律事務所の事務として勤めている恵美は、入社して四年目ではあるのだが、片付けなどの雑務を任される立場にあった。後輩はいるが、気の良さのせいで、いつも一人で残ることを選んでしまう。二十六歳にもなり、もう少しはっきりと意見を言わないといけないと思うが、自己犠牲する性格はなかなか変えることができない。

　今は、恵美が勤めている法律事務所で行われた飲み会の後片付けをしていた。従業員は二十名程度と決して多くはないが、四ヶ月に一回程度の割合で事務所内にてホームパーティーのような形で開催されている。

　室内は、資料などを入れた本棚が壁一面に並び、社員の机はきれいに整頓されていた。数人いればすぐ片付けが終わるくらいの広さではあるが、パーティーの気苦労もあり、なかなか掃除の進みは悪い。

　──大丈夫かな。

　気が焦ってしまい、壁掛けの時計に目を遣る。

　時刻は、二十二時ちょうど。三十分程度で片付けを終わらせられれば、二十三時までに帰宅することができる。

　どうしても、二十三時までに──可能なら十五分前に家に着きたいと考えていた。別に見たいテレビ番組があるとか、誰かと約束があるわけではない。恵美の『体質』の問題だ。

　二十三時を過ぎて意識があると、とにかく大変なことになってしまう。そうならないために、一刻も早く家に帰りたかった。

「若菜さん、いつも最後までありがとう」

　手早く片付けを終えようと手を動かしていると、穏やかな声音が耳朶を撫でた。

　声の主は、この事務所の代表でもある神かみ代しろ賢けん人とだった。切れ長の目はいつも涼しげで、鼻筋が通り、見惚れてしまうような眉目秀麗さだ。身長も高く、スラッとした体型で筋肉もしっかりとついている。弁護士という職業も相まって女性からの人気が高い。二十九歳の時に独立し、この事務所を立ち上げ、今では七年が経過しているが、中堅規模まで事務所を拡大してきた。見た目の華やかさもあり、本を執筆したり、テレビ番組に出演したりと、今をときめく人物である。

　恵美も、日本中にたくさんいると思われる、彼のファンの一人だ。もしかしたらファン以上の気持ちを抱いているのかもしれないが、どこにでもいる普通のＯＬの自分とでは釣り合わない。仮に釣り合ったとしても、この特殊な体質を知ってしまったら、どんな男性も引いてしまうだろう。だから恵美は彼への恋心を密かに胸にしまっていた。

　隠してはいるつもりだけど、彼を前にすると不思議と鼓動が速くなる。

「僕も手伝うよ」

「そんな……。代表はお帰りになって下さい。事務所の戸締まりもきちんとできますから」

「君の力になりたいんだ。ダメかな？」

　微笑を湛えて訊かれてしまうと、断ることができない。彼の視線から目を離せないまま、小さく頷いた。

　代表は、何かにつけて自分のことを気にかけてくれる。それに意図があるのかわからないが、少しだけ甘い期待をしてしまうのだった。

「……すみません。お願いします」

「大丈夫。さ、すぐに始めよう」

　有名ブランドのスーツを着こなし、髪は清潔にセットされている。年齢としては三十代半ばと恵美よりも十歳は年上なのだが、若々しさを保っていた。見た目の若さとは対照的に精神や声音はしっかりとした大人の男性で、側にいるだけでほっとしてしまうような安心感があった。

「今日のパーティーは長引いちゃったね。佐さ藤とうさんがいつも以上に酔っ払って大変だった」

　佐藤さんというのは、代表が事務所を立ち上げた頃からの従業員の一人で、彼と同い年の女性のこと。恵美の先輩にあたるが、自分に対する当たりが少しキツいのと、酔っ払うと誰も止めることができないことから、恵美は少し苦手だった。

　恵美が今こうしてやっている片付けも、彼女が「あとは若菜さんがやってくれるから、みなさん帰りましょう」と言ったことが発端だ。後輩の子も手伝うと言ってくれたが、自分と同じように目をつけられてしまったら悪いと思い、断ってしまった。

「あの、佐藤さんは大丈夫でしたか？」

「ああ。なんとかタクシーに乗せることができたよ」

　佐藤は酔うと必ず代表にべったりになる。帰り際も幾度となく「家まで送って下さいよぉ」と猫なで声を出していた。

　酔うと面倒だが、経験豊富で仕事もしっかりとこなすため、無下にすることもできない。目の上のたんこぶと言えばそれまでだが、代表も彼女の悪酔いにはいつも頭を悩ませていた。

「ああなると佐藤さんは大変だからね。送るふりをして一緒に下まで行って、タクシーに乗せるのが一番手っ取り早い方法なんだ」

「下まで行ったんですから、代表もご帰宅されればよかったのに。わざわざ戻ってきたりして……」

「若菜さんのようなかわいい従業員を放っておいて一人だけ帰るわけにはいかないから」

　かわいいと言われてドキリとしたが、代表とは歳が離れているため、兄が妹に言うような感じなのだろう。少しだけ期待してしまった自分が恥ずかしくなった。

　赤くなった頬を隠すために下を向きながら、せっせと片付けを進めていく。代表の助けもあったおかげで、予想よりも早く片付けは終わりを迎えようとしていた。

「さて、そろそろ片付けも終わりかな。ゴミは重いから僕が捨ててくるよ」

「悪いです。せめてお手伝いだけでも……！」

「気にしないで。同じフロアの一時保管する場所に持って行くだけだから。身支度でもしていてよ」

　優しい笑みを浮かべながら代表は颯爽と踵を返し、ドアの方に向かっていく。無意識に後ろ姿を目で追うと、たくましい背中が視界に入り、惚けてしまった。

　──代表、格好いいな。

『体質』のこともあり、恵美は本気の恋愛をしたことがない。過去に彼氏がいたこともあるが、彼のことを本当に好きだったかと言われればよくわからなかった。

　だが、賢人のことを見つめていると、早鐘を打ったように鼓動が速くなる。このドキドキは今までに経験したことのない感情で、もしかしたらこれが恋なのかもしれないと感じていた。

　──彼女とか……いるのかな。当然いるよね。

　売れっ子女優と付き合っているとか、どこかの社長令嬢の婚約者がいるとか聞いたことがある。スタイルもルックスもよく、柔和で包容力のある性格のため、相手の女性に困ることはないだろう。自分よりも遥かにレベルの高い女性たちとの噂を耳にして、恵美は自分の気持ちがいかに高望みであるかを理解していた。

　理解しているが、こうして日常的に仕事を一緒にしていると、どうしても意識してしまう。仕事に集中しているときは大丈夫だが、ふとした瞬間に目が合ったり、エレベーターで一緒になったときは、いつも頬が熱くなる。今も、彼が出ていったドアを見つめていた。

　──ぼうっとしていちゃいけない。帰る支度をしないと。

　このまま真っ直ぐ帰れば、予定よりも早く家に着くことができる。よかったと安堵しつつ、なんとなく家の鍵を確認すると、

「……あれ？」

　バッグの中を探しても鍵はなかった。いつも決めた場所に入れているため失くしたことなどないのに、今日という日に限って見つからない。恵美は焦ったようにバックをひっくり返して、すべてのポケットを探す。

「どうしたんだ？」

　突然聞こえた声にはっとすると、ゴミ捨てを終えた代表が部屋に戻ってきていた。

「家の鍵がないんです。たぶん、どこかに落としたんだと思うので、探してきますね」

「僕も探そう」

「さ、さすがにそこまで手伝っていただくわけには……」

「二人で探した方が早い。心当たりは？」

「パーティーの買い出しで事務所を出るまではあったと思います」

「買い出しのときにバッグは持っていったか？」

「はい」

「つまり、フロアと買い出しで出かけたスーパーまでの道のりが怪しいということか。よし……僕はビルを出て、少し外を探してみるよ」

「外に行くなら私が」

「パーティーのとき、お酒を注いだり、料理を配ったりと気疲れしているだろう？　動き回っていただろうから足も辛いだろうし。僕は体力に自信があるから大丈夫だ」

　席が離れていたはずなのに自分のことを見ていてくれたんだと胸の奥が温かくなりつつ、同時に申し訳ない気持ちにもなってくる。

　それを察したのか、賢人はぽんと恵美の頭の上に手を置いた。微笑を湛えたまま何も言わず撫でてくれるだけで、彼が「気にしなくていい」と思ってくれているのが伝わってくる。

「近くの交番にも確認しに行こうと思う。若菜さんは事務所内を探してくれる？」

　テキパキと指示を出してくれたため、恵美は素直に頷いた。

「じゃあ、行ってくる」

　代表は片手を上げながら、悠然とフロアから出て行く。

　そんな後ろ姿を見ながら、ここまで優しくしてくれるのは、自分が従業員だからだろうかと考えてしまう。

　代表は誰にでも優しい人。だからこそ、みんなが彼についていくし、事務所もどんどん成長していく。彼の優しさが自分だけに向けられたものではないとわかっていても、心は特別を求めてしまう。自分の欲深さに戸惑うけれど、素直に湧き出る感情には嘘がなくて。不安と温かさが葛藤となってきゅっと胸を締め付けられるようだった。

　その痛みを感じながら、恵美は鍵を探す。

　──どこにあるんだろう……？

　鍵を見つけないと大変なことになる。タイムリミットが刻々と近づいていく中で、恵美の焦りはどんどん大きくなっていった。

　引き出しの中、机の下、ゴミ箱の中。どこを探しても、その影すら目にすることはできない。

　必死に探したが、結局、鍵は見つからなかった。

「ど、どうしよう……！」

　鍵を探すことに夢中になっていたため、時計を見ることを忘れていた。

　二十三時まであと五分。

　せめて会社を出て一人になれるところを探さないと。でも、代表を置いて勝手に帰るわけにはいかない。

　とにかく代表に電話をして、向こうの状況を確認しよう。後のことはそれから考えればいい。

　バッグの中からスマホを取り出し、画面をタップする。社内電話を使用してもいいが、勤務外であるため、代表が持っている携帯電話はプライベート用のものだろう。プライベート用の番号は、恵美のスマホにしか登録されていなかった。

　なぜか何度画面を触っても、スマホは何の反応も示さない。

「……電池切れ」

　最悪の状況に膝から崩れ落ちそうになる。とにかく充電器を探して、代表に連絡を取れるようにしないと。

　バッグの中を確認するが、不幸なことにこういうときに限って充電ケーブルが見つからない。自宅を出たときに持ってきたかどうか思い出しながら、懸命に探した。

　冷や汗が額に浮かんでくる。体の奥が段々と熱を持ち、胸騒ぎのような感覚が広がっていった。焦りで下唇を噛み締めた時、ドクン、と体が大きく跳ねた。

　──ダメ！

　そう思ったわずか数瞬の間に、下腹部──子宮がある場所を中心に急激に劣情が膨れ上がった。

「あ、はっ……あっ」

　恵美の特殊な『体質』とは、二十三時を過ぎると性的な欲求が抑えられなくなってしまうものだった。一般的な欲情とは違い、まるでスイッチを入れたかのように一気に欲求が高まってくる──つまり『発情』だ。

　健康的な体を持つ二十代の女性であるなら一人で欲求を解消する夜もあるだろうが、それとはまた別の感覚。自分の意思とは関係なく、快楽を求めるままに性感帯に触れ続けなければ気が済まなくなる。

　一度この状態になってしまうと、欲求を完全に解消するまでか、夜中の二時を越えるまで収まることはない。欲求の解消といっても、一度や二度絶頂すれば満足するというものではなく、数十回のオーガズムを迎える必要がある。自ら止めることもできず、まるで誰かに操られているかのように快感を求めてしまうことに恐怖を感じるが、その恐怖すらもやがて快楽に塗りつぶされてしまう。体から脳内まで淫らな欲望を満たすことだけを望み、それを解消するだけの獣へと変貌する。

　そして、最後に待っているのは、強い脱力感と触り続けたことで残っている刺激の残滓。

　医者に相談するということも考えたが、気弱な恵美からしたらこんな奇特な現象を説明すること自体恥ずかしいもので、今まで誰にも言えずにいた。

　唯一の救いは、眠っている最中はこの現象が起きないということ。

　恵美がこの事務所に就職を決めたのは、定時の十七時には必ず帰れると聞いたから。十七時に会社を出れば、たとえ飲み会や友人との遊びなどがあっても二十三時までには帰宅できるためだ。

　家も会社から二十分のところを借りている。この現象を外で発現させないために、ありとあらゆる対策を取ってきたというのに、今日に限ってこんなことになるなんて。

　そもそも、事務所のパーティーは、十九時から二十一時の予定だった。それを酔っ払った佐藤が「もっと続けようよぉ」と提案したため長引いてしまった。みんな盛り上がっていたし、一人だけ帰るのは心苦しく、結局終わったのは二十二時。それだけで終われば片付けを含め、二十三時までに帰宅することができたはずだった。

「んっ……あっ、はっ……！」

　──こ、こんなところで嫌……！

　意思とは裏腹に、ストレートパンツの上から秘所を刺激してしまう。中途半端な快感のせいでさらに体に熱が溜まっていくようだ。壁に寄りかかりながら、欲望に負けないようにぐっと拳を握る。　

　だが、それをあざ笑うかのように、腰が震えた。

　──だめなのに、もう少し……。

　抑えられない興奮に抗えず、恵美はストレートパンツを膝のあたりまで下ろし、下着の中に手を入れる。すぐさま秘所に指を当てると、すでに大量の愛液が溢れ出ていた。指に絡めるようにそれをつけると、花粒を触る。

　──こんなところで……事務所でしちゃいけないのに……！

　罪悪感に苛まれつつも、自らの指の動きを止めることはできない。例えるならば、オアシスで渇きを満たすような感覚に似ているだろう。我慢することはできないのだ。

『体質』が発現してしまえば、理性で抑えることなどできずに快感を貪ってしまう。

「んんッ……はぁ……んっ、あっ、あっ」

　とにかく代表が戻ってくるまでに何度か絶頂し、少しでもこの欲求を抑えないと。

　落ち着いたタイミングで、急いでどこかのホテルにでも逃げ込めば誰にも見つからずに済むかもしれない。

　膝が震えて立っているのがやっとだった。一度床に座り込んでしまったら自慰に夢中になってしまうのが想定できたため、恵美はなんとかその場に立ちながら、陰核の愛撫を続けている。

「あっ、んっ……ッ！」

　──クる……ッ！　一回目の……ッ！

『発情』になると体中が敏感になる。少しの刺激でも簡単に達することができた。

「ああ、ああっ！　イ……ク……ぅ……っ！」

　声を漏らさないように手で口元を押さえながら、恵美は上を向いて絶頂した。ビクビクと体が震え、膝が笑っているのがわかる。上り詰めた快楽の余韻に浸りながら呼吸を整えていると、遠慮がちに自分の名前を呼ぶ声が聞こえ、はっと我に返りそちらに顔を向けた。

「若菜さん……？」

　代表と目があった恵美は、頭が真っ白になった。





◆　　　◆　　　◆






　賢人が若菜恵美を初めて見たのは、彼女が事務所の面接に来たときだった。

　審査基準は満たしていたが、志望動機に書かれていた『御社は十七時定時に退社できると聞いたので』という内容を目にし、今どきの就活生がここまで素を出しているのが面白いと感じたから、一度会ってみたいと思ったのだ。

　一体どんな子が来るのだろうと思いながら待っていると、面接に現れたのは志望動機から受ける印象とは違い、純朴で、とても落ち着いた女性だった。一度も染めたことがないのか黒い髪はとても艶やかで、丁寧にまとめられていた。優しげな瞳は穏やかだったが、その奥には芯の強さのようなものを感じた。

　他の就活生は自分がいかに輝いているかを見せているような感じだったが、彼女だけはあえて目立たないようにしているみたいに見えた。だからこそ、賢人の目には彼女が特別な存在に映ったのだろう。もしかしたら、その時から彼女に惹かれていたのかもしれない。

　面接は淡々と進んでいった。イメージ通りというか、質問に対して淀みのない答えが返ってきて、心地が良いくらいだった。なぜ心地良いと感じたのかと言えば、彼女は自分を抑えることができていたからだと思う。高いレベルで自分を律することができることに好感を覚えたのだ。

　組織の中に属するというのは、律することが重要になってくる。自分を積極的にアピールすることも必要だが、周りを見て行動することも大事だ。特に、彼女が希望するような職種では。

　この時点で、ぜひ彼女を採用したいと思った。

　すべての質問が終わり、「最後に何か質問がありますか？」と投げかけると、彼女は少し言いにくそうにしながら、

『あの……十七時定時は絶対ですよね？』

　と尋ねてきた。

　今までの応答と違い、そこに彼女の芯の部分を見た気がした。言葉も彼女のイメージから比べれば強いものになっていたから。

　なぜそこにこだわるのか気になったが、それを口に出してしまうと気分を害してしまうのではないかと思い、黙っていた。

　今までずっと身を潜めていた彼女の最後の芯の部分。そのギャップに賢人は尚更興味を持った。

　その興味は次第に恋心へと変わっていく。

　無事に入社し、同じ職場で働くことで、さらに彼女の魅力を知ることができたから。

　自分を抑えているように見えて、お昼のデザートに甘いものを食べているとき、彼女は少女のように喜んでいた。そんな一面もかわいかったし、思った通り一生懸命に働いている姿も賢人の心を打った。

　気がつけば、自然と彼女を目で追うようになっていった。

　従業員に手を出さないというポリシーがあったが、彼女を前にすると理性が利かないときがある。彼女に振り向いてほしいと、特別に優しくしてしまうのは、上司として失格なのだろうか。複雑な想いを抱きながら、賢人は彼女への気持ちを秘めていた。

　ストレートパンツを膝まで下ろして、下着の中に手を入れている彼女を見ながら、賢人は漠然と過去のことを思い出していた。

　同時に、彼女が何をしているのか考える。

　最初に思いついたのは、そういった性癖があるということ。若い頃、それなりに女遊びもしていたから、いろいろな女性を見てきた。その中に、人に見られることが好きという女性もいた。

　だが、性癖の可能性は即座に否定した。

　もしそういった性癖なら自分に見られた瞬間、欲情の色を強めるだろうし、仮に見られるか見られないかのスリルを楽しむタイプであれば、もっと驚きの表情を浮かべるはずだ。

　彼女は頬を真っ赤に染め目元に涙を浮かべながら、いかにも拒絶の反応を示しているのにもかかわらず、手の動きを止めることはなかった。自分と目があった数秒の間も自らを慰める行為を続けていたのだ。

　次に考えられるのは、彼女の意思とは違う何かが起こっているということ。オカルトなど信じるつもりはないが、悪霊かなにかに操られているという方が今の状況に納得がいく。

　普段の彼女の様子も考慮すると、恵美の身に何か異常なことが起こっているのだろう。

　なんと声をかけてあげればいいのか。下手なこと言えば彼女を傷つけることになる。彼女の立場からしたら自分の痴態を見られ恥ずかしいという状況だ。きっと言い訳だってしたいはず。

　ここまでの思考は、数瞬のこと。

　賢人は彼女を傷つけないことを祈りながら、唇を動かした。





◆　　　◆　　　◆






「何か異常なことが起きているんだね？　助けられることはないか？」

　代表の声を聞いて、恵美は胸がドキリとした。仕事場で一人でするような女性を目撃した場合、第一にそんな言葉が出てくるとは思えなかったから。仮に、自分が彼の立場だったら慌てふためくか、「何してるの？」と冷たく問い詰めるだろう。

　代表はそんな感情を一切感じさせず、いつもと同じように穏やかな声で尋ねてきた。まるでパーティーの後片付けを手伝うと言ったときのように。

　彼なりに冷静に判断した結果だと思う。もし冷たい視線でも送られていたら、きっと心が潰れて何もできなくなってしまっただろう。人と会うのを嫌がり、ひたすら家にこもるような生活になっていたと思う。どこまで考えたのかわからないが、きっと自分を押し殺して最大限の配慮をしてくれたのだ。一瞬の間にここまで思考を巡らせることができる聡明さに尊敬の念を抱くと同時に、彼にならすべてを話してもいいのではないかと思えた。

「辛かったみたいだね。何が起きているか説明してくれるか？」

　喘ぎ声を抑えながら、自分の体質について端的に説明をした。

　二十三時になると『発情』が起こってしまうこと。原因不明なこと。解消するには何度も絶頂を味わわないといけないこと。

「……そんなことが」

　目を丸くした彼からは、疑っているような様子は微塵も感じられなかった。

「し、信じて……はぁ……んっ、くれるんですか？」

「もちろんだ。若菜さんが嘘をつくとは思えないしね」

　代表はにっこりと笑ってくれた。その笑顔を見るだけでも、少し心が落ち着いたような気がする。

「この現象を抑えるには何度も絶頂すること……要はイクことが大事なんだね？」

「はい。なので……はっ……んっ、すぐにホテルにでも行って……ッ、済ませて……きます……ッ」

　話しながらも指の動きを止めることができない。してはいけないと頭ではわかっているが、体が勝手に快感を求めてしまっていた。

「そんな状況の君を外に出すことはできない」

　怖いくらい真剣な表情で賢人は言った。

「大丈夫です。んっ、あっ……。ゆっくりにはなりますが、歩けますので。んんっ、下に行ってタクシーを……あんっ……拾えばなんとか……」

「そういうことを言っているんじゃない。そんな艶っぽい顔で外に出てみろ。男は誰も放っておかないぞ。夜も深く、人通りも少ないし、万が一のことがあったらどうする？　僕は君がそういう目に遭ってほしくないと思っている」

「代表……？」

　心配するような言葉をかけてくれる代表に思わず目を向けると、彼の頬が少し赤くなったような気がした。

「君を誰の手にも触れさせたくないと言っているんだ」

「え……？」

　どういう意味かわからずポカンとしていると、不意に代表が自分のことを抱きしめてきた。

「嫌だったら全力で逃げてくれ」

　突然のことに驚いたが、それ以上に硬くこわばっていた心が和らいでくるのがわかった。柔らかい気持ちが満ちていくと、過熱気味の体の熱もいくらか下がったような気がする。

　恵美の体に入っていた余計な力が自然と抜けたそのとき、額にふわりと優しい感触が落ちてきた。

　それがキスだとわかった瞬間、『体質』とは違った熱がぶわっと体中を駆け巡った。

「僕に任せて」

　そう言って彼は首筋に顔を埋めた。

「あ……」

　優しく、ついばむように唇を何度もくっつけてくる。吐息を漏らすと、舌を出してゆっくりと筋に沿った。

「ん……。あ……ッ」

　初めての感覚に体が震えてしまう。甘い刺激に身悶え、自然と腰を揺らした。

「だ、代表……何を……？」

「何度もイクと解消できると言ったね？　僕が気持ちよくさせてあげるから」

「んっ、あ……ァ……だ、代表……ッ！」

　彼は首筋やデコルテを舐めながら、ブラウスのボタンを外してきた。一つ一つ丁寧に。

　恵美に抵抗する気はない。彼の触り方は優しく、自分のことを気遣ってくれているのがわかったから。

　それに好きな男性に愛撫されることが、こんなにも嬉しいものだとは知らなかった。

　──代表に触られるの……好き……なの……？

　彼の魅力を知ってから、もしかしたらずっとこの時を待っていたのかもしれない。彼に触れられたい──己の不埒な願望に気がつき、内心で動揺するが、自分の本当の気持ちを知ることができたと思う。

「きれいな肌をしてる」

　ブラウスを脱がされると、下着越しに胸を揉まれた。

「硬くなってるな。布の上からでもわかる」

「こ、これは……っ！」

「わかってる。『体質』の問題だろ？　……もっと勃たせてあげるから」

　コリコリ、と指を立てながら乳首をこすってくる。こんなに優しく愛撫されたことは初めてのため、恵美はどうしていいかわからなかった。思考とは違い体は素直なようで、腰を震わせながら甘い吐息を漏らす。

　恥ずかしいぐらいに先端に神経が集中してしまっている。下着越しの刺激だけではもどかしく、もっと感じたいという欲望が高まってきた。

　そんな恵美の欲望を見透かすようにブラホックに手をかけた代表は、慣れた手つきで下着を外していく。

「あっ……！」

　空気に触れただけで敏感な部分が反応してしまう。自分で触るよりも遥かに高く屹立し、乳首が小刻みに震えていた。

「赤くなっててかわいいな。もっと気持ちよくなっていいから」

　何も守るものがなくなった双丘を、大きな手で掴まれる。優しさと強さのバランスが絶妙な加減で揉みしだかれ、彼の手の中で自分の柔肉が形を変えていく。豊満なバストを持ち上げ、左右に広げ、そして中心に寄せていった。面白いようにひしゃげていく自分の胸を見ながら、官能の波に脳が支配されようとしていた。

　中心の蕾を人差し指の腹で押され、素早い動きで何度も弾かれる。その度に、乳首から電気が走るような感覚を覚え、恵美は喘ぎを漏らすことしかできなかった。

「あぁ……ッ、あ……、んっ……！」

　大事そうに片方ずつ乳首を愛撫していたが、次の瞬間、左右同時に指先で小刻みに揺らしてくる。硬く勃ち上がった頂が何度も何度も弾かれ、頭の中がチカチカと眩んだ。

　そうして執拗に胸への刺激を送られ続けると、体の奥底から絶頂の予感が膨らんでくる。快感から逃れようと、無意識に腰をくねらせてしまう。

　彼は硬くなった蕾をしごき、強めに引っ張っていく。乳首に全神経が集り、恵美は嬌声を上げた。

「あああっ！」

　ビクン、と体が跳ねて、呼吸が大きくなる。胸への愛撫だけでイってしまったとわかったのは、少し息を整えた後だった。

「さすがにこれじゃ、満足できないよな？」

　艶っぽく微笑む代表の顔を見て、恵美は高鳴る胸の鼓動を意識しながら頷いた。

　その頷きが『体質』によるものなのか、自分の欲望からなのかはわからないが、これでやめてほしいとは思えなかった。

「若菜さん、かわいいよ。僕が知らない君をもっと見せて」

　そう言って彼は胸元に顔を近づけ、乳首に舌先を触れさせた。

「んっ」

　ちょん、と触れただけにもかかわらず、体が反応してしまう。絶頂で敏感になった乳首に舌先が滑らかに絡みついてくる。激しさはなく、上から下にゆっくりとなぞりあげるような舐め方だ。

　まるで焦らされるかのような愛撫をもどかしく思い、恵美はもっと深い快感を求めてしまう。

　だが、そんな欲求を口に出すことなどできず、太腿をすり合わせながらせめてもの思いで賢人に目を遣った。胸に舌を這わせていた彼が気づき、上目遣いで涼しげに笑う。

　──彼はわかっている。私がどうしてほしいのか。

　そう思った瞬間かあっと頬が熱くなり、恥ずかしいのか嬉しいのかわからない感情が心に満ちていく。

「じっくり攻めてあげたかったけど、我慢できないみたいだね」

　嬉しそうに口元を歪めた彼は、そのまま乳首をちゅうっと吸い上げながら、器用に舌で転がした。期待していた刺激に、恵美はたまらず声を上げる。

　あまりの快感に恵美は彼の頭を抱きしめてしまった。何かに掴まっていないと、このまま別の場所に行って帰って来られなくなりそうだったから。

　そんな恵美の行動に動揺もせず、彼は蕾の部分を強く吸っていった。加速していく舌の動きに、指での愛撫の何倍もの快楽が襲ってくる。

「はぁ、ん、あんっ……あっ、ああ……ッ！　ま、また……あああっ！」

『体質』のせいで感度が良くなっている恵美は我慢することができず、あっという間に果ててしまった。

　行き果てるのを確認してから、彼が唇から乳首を解放させる。先ほどまで彼が舐めていた赤く熟す先端が、ぬらぬらといやらしく濡れ光っている。わずかに当たる彼の吐息ですらも感じてしまうくらい、恵美の体は敏感になっていた。

「気持ちいいか？」

「は、はい……とても」

「嬉しいな。もっと感じさせたくなる」

　そう言って、賢人は舌先を肌につけて、ゆっくりと下腹部の方へと降下させていく。

　お腹、へそ周り、下腹部となぞられるだけで体が揺れてしまう。全身が敏感になっているせいで、彼に触れられたところはどこも快感を覚えていた。

　下腹部までたどり着いた彼は下着の端に手をかけると、下りていたストレートパンツのある膝あたりまで一気に脱がした。

　黒い茂みが露わになり、もっと感じやすい部分が肌を見せる。

「すごく濡れてるね」

　クロッチの部分にねっとりした糸が引くくらい愛蜜が溢れ出ていた。胸の愛撫だけで二回もイかされてしまったため、下半身に欲望が強く渦巻いている。

「満足するまで付き合ってあげるから。何度でもイっていいよ」

　優しく囁かれ、ゾクゾクとした感覚が背筋を駆け巡っていった。

　代表は腹部のあたりから指を滑らせ、脚の付け根の部分をなぞっていく。徐々に指は蜜壺に近づいていき、蜜で濡れそぼった割れ目に中指を沿わせた。そして彼はとろりと溢れた愛液をその指に絡めると、優しく花粒に触れた。

「あっ……！」

　すでに敏感になっている場所は、少し触れられるだけでも強い快感の波が襲ってくる。

「硬くしこってるね。こんなになっては我慢できるわけがない」

　彼は指の腹で陰核を撫で回していった。皮が被っている状態でも、勃起したそこは強烈な感度を伝えてくる。ずっと触ってほしくて疼いていた場所なのに、あまりの気持ちよさに、もっと感じたいという欲望とともに恐怖が押し寄せてきた。

「ん……ッ！　ダ、ダメ……そこっ。あんっ……！」

「ダメなのかい？　僕が触っている場所はもっとほしいのか自己主張しているよ」

　代表の言葉に、かぁっと頬が紅潮する。優しくなぞられる程度なのに、体の奥の熱が増していき、徐々に呼吸が荒くなる。無意識に、快感を堪らえようとして腕に力が入ってしまった。

「気持ちよさそうな顔をしている……。そんな表情で見つめられてしまったら、もっと快感を与えたくなるな」

「ダメ……です。そんな……あんっ、私……これ以上……ッ」

「我慢できないのも事実だろう？　自覚はないのかもしれないが、腰が動いているぞ」

「い、やぁ……！」

　はしたない自分が嫌になりそうになる。『体質』の問題なのか、自分が淫猥なだけなのか、頭がぼうっとしてよくわからない。

　わかるのは、もっと気持ちよくしてほしいということ。何も考えられないくらいの快楽で自分を溺れさせてほしい。

「も、もっと……して、下さい……ッ」

「よく言えたね。いじわるするつもりはなかったんだが、あまりにも君が愛おしくて。ああ……、このまま……僕なしじゃ生きられないようにしてあげたいな」

「え……？」

　よく聞き取れなかったため恵美が訊き返すと、賢人は色気のある笑みを浮かべた。

「聞こえなかったらいいよ。ただ僕の指を感じてくれればいいから」

　さっきまで優しかった指の動きが段々と速度を増していく。硬くなった秘芯が小刻みに弾かれ、甘い刺激が全身を駆け巡っていった。刺激を与えれば与えるほど陰核は硬度を高め、何度もそこをこすられることで揺れる腰の動きが激しくなる。強烈な快楽の波に追い込まれ、足先にまで入った力がもうすぐ来る絶頂の兆しを感じさせた。

「あああ！　も、もう……ダメ、です。イ、イっちゃう……！」

　体を震わせながら三度目の絶頂を迎える。何度も達したせいで、体がぐったりとして力が入らない。

「若菜さんがイク姿、本当にかわいいよ。ずっと見ていたくなるな」

「はぁはぁ……。だ、代表……もう大丈夫です……。少し収まってきましたから」

「少し？　完全に解消されたわけじゃないんだろう？」

「え、ええ……」

　代表の愛撫で蕩かしてもらったためか、いつもよりかは落ち着いている。だが、数回の絶頂で収まるほど恵美の『体質』は甘いものではない。

「すごい溢れているね。まだまだ気持ちよくしてあげるから」

　クレバスを掻き分け、一番奥にある蜜壺に人差し指を当てた。

「あんぅ……入っ、て……ぇ……」

　入り口を馴染ませながら、ゆっくりと侵入してくるのがわかる。自分でも触ったことはあるが男の人のたくましい指の経験はないため、その異質な感触に吐息が漏れた。

「熱いな。それにキツい」

「あんっ……んっ……ああ……」

　痛みを感じさせないために配慮してくれているのか、マッサージするように指を動かしながら陰唇を広げ、膣口付近を円を描くような動作で優しく進んだ。

「聞いてごらん。こんなに溢れているよ」

　指を鉤型に曲げて伸ばしてを何度も繰り返していく。秘所の中がかき回され、クチュクチュと卑猥な水音が部屋に響いた。

「や、やぁ……ッ」

「すごい音が鳴ってるな。中をいじればいじるほど、どんどん音が大きくなる」

　快楽が強くなればなるほど蜜が溢れ出してしまう。

　一番深いところではなく手前の気持ちいいところを刺激され、恵美はのけぞった。尿意のような感覚が芽生え、今まで以上の快感で膣内の収縮が止まらなくなる。

「さらに狭くなったな。指がもっていかれそうだ」

「ダメです……！　本当に、そこは、もう……！」

「気持ちよくなっていいんだ。僕が側にいる。もっと開放的になって」

「で、でも……」

「今まで『体質』のせいでずっと苦しんできたんだろう？　生活リズムもそれに合わせて。だったら、この瞬間は我慢なんてしないでいいんだ。すべてを僕にさらけ出してごらん。僕がすべて受け止めてあげるから」

　真っ直ぐな賢人の瞳を、恵美は見つめ返すことしかできなかった。

「しっかり僕に掴まって。飛んでいかないように」

　先ほどまでの優しい指使いが嘘のように動きが速くなっていく。いたずらに激しいというわけではなく、快楽を感じる場所を的確に突いてくる愛撫。手前のスポットを押されるように連打されると、つま先立ちになって感じてしまう。

　恵美は賢人の肩にしがみつくように手を置いて、ギュッと力を入れる。賢人の言う通り、このまま感じてしまうと、どこか知らない場所に飛んでいってしまいそうだから。

「もう、ダメです……！　私……ッ！」

「いいよ、限界まで我慢して……そしてイってごらん」

「あんっ、はぁ……ッ！　くぅ……んッ……、あっ、あっ、ああっ、ああっ！」

「恵美、かわいいよ。──イって」

「イ、イク……ッ！」

　体をのけぞらせながら、恵美は激しく絶頂をした。腰が前後に動き、脚が震えている。秘部からは信じられない量の蜜が吹き出し、膣内が痙攣を繰り返した。呼吸が荒くなり、頭が真っ白になる感覚。今までに経験したことがない快楽を与えられ、恵美の全身が脱力していく。

「よく頑張ってきたね」

　そう言って賢人は、恵美の唇に口付けをする。

　──すごい。私……もう……。

　キスだと認識するような間もなく、快感による意識の弾けのせいで、恵美は暗闇の中に落ちていくのだった。







二章　見つけられてしまった『欲望』








　目が覚めたとき、恵美の視界に入ってきたのは見慣れない天井だった。

　数秒の間を置いて昨日の出来事を思い出し、途端に顔が熱くなってきた。

　──『体質』が発現して、それで……代表に……！

　優しく、激しい愛撫を思い出して、下腹部がキュンとなってしまう。あれだけ感じさせてもらったのにまた欲情してしまいそうで、自分のはしたなさが嫌になってくる。

「おはよう。よく眠れたか？」

　穏やかな声音が聞こえ、恵美ははっと顔を上げた。

「だ、代表!?」

「そんなに驚くことはないだろう」

「あの、ここはどこですか？　とてもきれいな場所ですが、ホテルでしょうか？」

　ホテルと言ってもビジネスホテルではない。リゾート地にでもありそうな高級ホテルの一室という感じだ。部屋はとにかく広く、きれいに整理され、物はほとんど置かれていない。ベッドもクイーンサイズで、白いシーツが眩しいくらいに輝いている。

「ここは僕の家だよ」

　ホテルと見間違えてしまうほど高級感のある自宅。家賃八万円のマンションに住んでいる恵美からしたら、こういうところからも彼が自分とは別世界の人だと感じてしまう。

　代表は白いＴシャツを着て、黒いスキニーパンツを穿いていた。ラフな格好ではあるが清潔感があり、自然と人を安心させる魅力を放っている。

　そんな彼が微笑を湛えながら訊いてきた。

「昨日のことは覚えているね？」

「は、はい……」

　パーティーでお酒は飲んでいたが、泥酔していたわけではない。最後の方の一番気持ちのよかったところの記憶はあやふやになっているが、それまでなら完璧に憶えている。むしろ、男性とああいった行為をしたことがなかったので忘れようがないと言った方が正しい。

「君が気絶してしまったから僕の家に連れてきたんだ。意識を失ったと言っても気持ちよさそうに眠っていただけだし、鍵も見つからなかったからね。それに、ここなら若菜さんを独占できると思って」

「ど、独占……？」

「何でもないよ。それよりも服を着たらどうだい？　僕としては、目の保養になってるからいいんだけど」

　指摘されて自らの体を見ると、バスローブに包まれた姿の自分がいた。

　バスローブの下は何も身につけていない。大きくはだけていないとはいえ、胸の谷間やふとももの内側が露出していて、途端に恥ずかしさがこみ上げてくる。

「し、失礼しました……！」

「どうして君が謝る？　仕方なかったとはいえ、僕の方こそ失礼した。下着はかなり濡れていたし、スーツのまま寝かせるとシワになると思ったから脱がせてしまったんだけど」

　淡々と言う賢人に対して、恵美はさらに顔が熱くなってきた。

　彼は余裕そうなのに自分の方はあまりにも免疫がなさすぎる。これが経験の差なのかと密かに落胆するが、どうにも心臓のドキドキが止まらない。男性に服を脱がされ、おそらく裸も見られたというのにあまり嫌な気分にならないのは、彼の言葉からいやらしさを感じないからだろう。

　それに賢人の真面目な性格は知っているので彼に下心があったとは思えない。

「服を着ますね。えっと……」

「さすがに女性ものの下着は家にはなかったら、お急ぎモードで洗濯と乾燥をしておいた。女性ものの下着の洗い方はよくわからなかったから適当にネットで調べてやっておいたよ。パンツスーツとブラウスはアイロンを掛けておいた。元々そんなに汚れていなかったし、これなら着られるだろう」

　神代法律事務所のパーティーは、木曜日に行われることが慣例だった。金曜日の夜は休日前に仕事を追い込みたいという社員の声もあってのことらしい。その代わり、パーティーの翌日は出勤を遅らせても問題がない。

「さあ、着替えておいで。一緒に朝食を食べよう」

　クン、と鼻を鳴らすと、かすかに焼き立てのパンの匂いがした。美味しそうな香りにお腹が鳴ってしまいそうになる。

　代表が部屋を出てから、恵美は着替えを始めた。

　──あれ？

　気がついたのは、疲れがあまり残っていないこと。もちろん、何度も絶頂させられたので力が入ってしまった足や腕には疲労を感じる。

『体質』を収めるために何度も絶頂を繰り返すと下腹部への違和感が残るものだが、今回は全くそれがない。いじりすぎによる違和感なのか、まだ欲望を満たせていないからか理由はわからないが、ムズムズするような感じが残るのが普通で、だるさも翌朝に残ることもあった。

　この『発情体質』というのは、そういった厄介さも持ち合わせていた。

　不思議なことに『体質』が発現したにもかかわらず、いつもの疲れがないのだ。むしろ、すっきりしたような清々しさすら感じる。

　──代表のおかげ……？

　首を傾げてみるが、答えは出てこない。

　考えながらも着替えを終えて、恵美はリビングの方に向かった。

「広い……！」

　思わず声が漏れてしまうほど、家のリビングが広かった。大きな窓が全面に広がり、東京湾を一望できる。白や黒で統一された家具は高級感があり、清潔で、美しいものだった。

　自分が住んでいる家とあまりに違うため、恵美は呆然と立ち尽くすことしかできない。ドラマや映画の世界でしか見たことなかった景色が、こうして目の前に広がっているのが夢のようで、胸がドキドキしてしまう。

「代表のお家、とても素敵です」

「楽しそうだね。気に入ってくれてよかった。いつでも遊びに来ればいいさ」

「そんな厚かましいことできませんよ。彼女さんとも一緒に過ごしたいでしょうし」

　笑う賢人に手で促され、恵美は着席をする。

「簡単なものですまないね」

　焼き立てのパンに、目玉焼き、サラダ、コーヒーが並んでいた。簡単なものというが、朝の短い時間でこれを素早く用意できるのはさすがだと思う。

「さっき、彼女と過ごす、と言っていたね」

　切れ長の目で恵美を見つめながら、賢人が口を開いた。

「あいにくと彼女と呼べるような女性は僕にはいないし、他人を家に入れたのは若菜さんが初めてだ」

「そ、そうなんですか？」

「意外かい？」

「かっこよくて、聡明で、モテない理由がないですもん」

「若菜さんにも、僕が素敵に見える？」

　感情を秘めたような瞳と視線が合い、思わず下を向いてしまう。頬が上気していくのを感じ、何も言い返すことができなかった。

「ごめんごめん。少しからかってしまったね。さあ、朝ごはんを食べよう」

　賢人の言葉を皮切りに、二人は朝食に手を付け始めた。

「あの、代表」

「ん？」

「昨日のことですが……」

「もちろん他言はすることはないよ。知ってしまったからには若菜さんの力になれるようになりたいなと思っているけど」

「ありがとうございます。私、この『体質』について誰にも話したことなくて。親友にも言えなかったんです……」

「知っている人はいないの？」

「学生時代にお付き合いしていた彼の前で一度『体質』が発現してしまって……。『体質』だとは知らないと思いますが、淫乱な女と思われてしまったと思います。あ、でも、彼とはその……体の関係というか、そういったことはなくて……。すぐに別れてしまったし……って、あの、えっと……私、何言ってるんだろう……」

　訊かれてもいないことを話してしまい、恥ずかしくなる。

「大丈夫だよ。僕は何でも受け止めるつもりだから」

　にっこりとした笑顔とともに零されたその言葉が頼もしく、あたたかな安心感が心に広がっていく。彼の気持ちが純粋に嬉しくて、恵美もまた自然と笑みを浮かべ、口を開いていた。

「もしかしたら、代表にはご相談に乗っていただくかもしれません」

「そうだね。僕も放っておけないし……。とはいえ、朝からこういう話は若菜さんも気が乗らないだろうから、よかったら今日の夜、一緒にご飯でもどう？」

　予想もしていなかった申し出に恵美は驚きながらも、頷いて答えた。
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　その夜、賢人と一緒に来たのは、五つ星ホテルの最上階にある高級フレンチだった。入店した途端、ウェイターに「奥へどうぞ」と促され、個室に案内される。どうやらＶＩＰルームらしく、きらびやかなアンティークが置かれていた。もう少しおめかしすればよかったと後悔しそうになったが、代表からも堅くならなくていいから、と言われ、少しは気が楽になった。

　雑談をしながら、食事は進んでいく。どの料理もとても美味しく、頬が落ちるかと思った。

　コースも終盤に差し掛かったところで、賢人が昨夜の話を切り出す。

「そういえば、鍵が見つかったらしいね。よかったよ」

「はい、机の下にありまして……。そこも探したはずだったんですけど」

　確かに探したと思っていた場所に鍵はあった。焦っていたから見落としてしまったのだろうと自分に言い聞かせているが、どうにも納得することができない。

「とにかく見つかってよかった」

「ご心配おかけしました。お手伝いもしていただいてありがとうございます」

　恵美は丁寧に頭を下げた。

「だが、結果として君は『体質』が発現してしまった」

「代表がいなかったら、どうなっていたかわかりません。鍵を探してもらっただけではなく、そっちも助けてもらって」

「若菜さんは自分の『体質』のことをどう思っているんだ？」

　核心をつくような質問に、恵美は言葉に窮する。

　少しの間、沈黙が生まれる。その間、表情は変わっていないが、目の奥にどこか優しさを湛えながら、彼は恵美を見つめていた。

「私は、仕方のないことだと思っています。説明もしましたが、眠っている最中は発現しないためうまくコントロールできれば生活に支障は出ません」

「それは君が自由を失うということじゃないのか」

「そんなに不便ではありませんよ。夜遅くまで起きていられないだけです」

　強がった言葉を吐くが、本当は辛いと思っている。念頭に常に入れておかないといけないし、生活の中心は『体質』が前提だ。年越しをリアルタイムで迎えたことはないし、そういった誘いはすべて断ってきたからノリの悪い人だと思われて、友人関係も引っ込み思案になってしまった。

　生きていく上で支障を無くすことはできるが、決して幸福な生き方とは言えないだろう。

「私の友人に女性医師がいる。守秘義務も徹底してもらうし、一度、その先生に見てもらうのはどうだろうか？」

「それは……」

　代表も、その女性医師も信頼できないわけではない。だが、自分の『体質』を人に話すのは気が引けるのだ。

　正確に言えば、決心がつかない。医者に診てもらうと自分の異常を認めてしまうことになりそうで、それが怖かった。

　──だけど、代表には……。

　見られてしまったというハプニングが始まりではあったが、賢人だけなら知られてもいいと考えている。

「無理強いするつもりはない。若菜さんの意思を知りたかっただけだ」

「お気遣いありがとうございます」

「原因みたいなものはわからないのか？　もしかしたら対策が取れるかもしれないと思って」

　心当たりはある。だが、こんな素敵な場所で話してもいいのだろうかと躊躇してしまう。せっかく素晴らしいところに連れてきてもらったのに、雰囲気が台無しになるかもしれない。

「……僕のことを気にしているのかな？」

　すぐさま見透かされ、はっとする。

「大丈夫。思うように話してごらん」

　恵美は『体質』のことをずっと心の奥に潜めてきた。人に言えるわけないが一度告白してしまえたらどれだけ楽になるのだろうか考えたこともある。

　──代表になら……。

　恵美は訥々と自身の考えを話した。

「私、小さい頃に事故で両親を亡くしているんです。その後、祖父母の家に引き取られることになったのですが、小さい子どもはやはり面倒らしく、歓迎されませんでした」

「……それは、苦しかったね」

　賢人は自分のことのように眉根を寄せながら真剣に恵美の話を聞いていた。

「子どもながらに自分はここにいちゃいけないんだと思って。だけど、祖父母に面倒を見てもらわないと生きていくこともできませんでしたから、自分を押し殺して祖父母に好かれようとしたんです」

　本当はお菓子を食べたかったし、おもちゃも欲しかった。だけど、自分の欲求を話せば捨てられると思い、両親を失った悲しみから、いくら歓迎されていなくても一人になるのは嫌だと考えて、徹底的に祖父母に迷惑をかけないようにした。

　そういった自己犠牲の精神は友人関係でも発揮され、うまく自分を表現できない子として今日まで生きてきた。幸いにも一人だけ親友と呼べる相手と巡り会えたから、そんなに苦しまずに生きてこられたが、それでも自分の欲求はかなり我慢してきたと思う。

「……なるほど。もしかしたら、そういった君の我慢が『体質』に影響を与えているのかもしれない」

「私も考えたことがあります。だけど、どうすることもできずに……」

「祖父母に愛されなかったことが一番の原因なんだろう。子どもの頃なら家族に愛されて育つことは重要だからね」

　賢人は何か思いついたように視線を恵美に送った。

「たくさん愛されることが、もしかしたら解決に繋がるかもしれない」

「そうかもしれませんけど……」

「今まで愛を感じた経験はあるか？」

　友人との繋がりで幸福を感じたことはあるが、それはまた別ものだろう。彼氏がいた時期もあるが、よくわからないまま付き合っていたという感じで、愛を感じたことはない。

　無言なことで答えを察したのか、賢人はふっと息を吐き、より真面目な表情を向ける。

「実は……今日は、『体質』の話をするために君を誘ったわけじゃないんだ」

「え……」

　他に何か話をすることはあるだろうか。恵美は考えを巡らせてみるが、答えは出てこない。

「昨日の出来事があって、順番がおかしくなってしまったが」

　彼は優しさに溢れた声音で、言葉を紡いだ。

「僕はずっと前から若菜さんのことが──恵美のことが好きだった。付き合ってほしい」

　いつも真剣な表情の賢人がいつも以上に真剣な眼差しで恵美を見つめてくる。

　あまりにも突飛な言葉に頭の中が真っ白になった。

　ようやく耳から入った言葉が頭に届き、思考として定着したころ、恵美ははっと目を見開く。

「え……あの、私で……本当によろしいんでしょうか？」

「君しかいないんだ」

　一心に恵美を見つめる賢人の瞳からは、それが真実であると伝わってくるようで。それでも、自分が彼の隣に並ぶなんて信じられない気持ちだった。

「私は取り立てて美人でも、ものすごくスタイルが良いわけではありませんし、性格だって普通です。なにより特異な『体質』があります。代表にご迷惑をかけてしまうかもしれませんし……」

「君が入社してから、いや……面接で初めて会ったときから僕は君に惹かれていたんだと思う。自分が前に出ることのない謙虚さを持ちつつも芯がしっかりしていて、常に誰かのことを考えている。働きぶりや後輩からの慕われ方を見ていても、君が素晴らしい人間であることは確かだ。何より君と一緒にいるとほっとするんだ。一緒にいることが、僕の一番の願いになっている」

「代表……」

　想定外の想いに、恵美は胸が温かくなった。今まで生きていて、こんなに嬉しいことはあっただろうか。

　彼の願いと、恵美も同じ気持ちだった。賢人とお付き合いすることができたら、どれだけ幸せだろうか。ずっと夢を見てきて、あまりにも遠い存在だから諦めてきたはずなのに、手を伸ばせば届きそうなところまで来ている。

　だけど。

「私には……」

「『体質』のことか？　僕がそんなことを気にするとでも？　君が満足するまで、いつまでも、何年でも付き合ってやる……！　僕は昨日『体質』について知ったが、恵美への愛は少しも揺らぐことはなかった。むしろ、支えていきたいと思えたんだ」

　彼の真剣な瞳から、それは嘘偽りのない言葉だとわかる。覚悟だって伝わってくる。

　しかし、過去の経験から怖さがあるのだ。以前付き合っていた彼氏と一緒にいたとき、たまたま二十三時を過ぎてしまい、自らの痴態を晒してしまった。あのときの彼の冷たい視線に、恵美の心は深く傷を負っている。

「ごめんなさい。……やっぱり怖いです。昨日は代表のおかげでなんとかなりましたが、本当に理性が利かなくなる時があるので……」

「それで僕が引くと？　僕の愛情は口だけのものじゃないよ」

「そんなつもりで言ったわけじゃ……」

「いいんだ。むしろ、僕の愛が本気であることを知ってもらう必要がある」

　賢人は恵美の腕を引いて、席を立ち上がった。
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　着いたのは、ホテルの一室だった。さすがにホテルの部屋までは予約していなかったみたいだが、その場で交渉してスイートルームに宿泊できることになった。ちらっと聞こえてきた金額に悲鳴が出てしまいそうだったが、彼は眉一つ動かさず支払いを済ませていた。

　部屋に入ると、賢人は恵美を優しく抱きしめた。

「ずっとこうしたかった」

　突然のことに驚くが、その温もりを感じてすぐに心が穏やかになっていく。

　──ああ、私もこうされたかったんだ。

　頭を撫でてくれる賢人の大きな手が心地よく、密着するだけで気分が落ち着く。『体質』のせいで踏み出すことはできないが、本当は壊れるくらい賢人に抱きしめてほしいと思っていた。

「昨日は快感を与えること以外はしてはいけないと思っていたんだ。付き合っているわけでも、恵美の気持ちを確かめたわけでもないのに、自分の欲望を満たすことはしてはいけないと思って。まあ、あまりにも君が愛おしくなってしまったから、最後は唇にキスをしてしまったけど」

　だから最後まで、キスといった恋人らしいことはしないで、愛撫に専念していたのか。律儀な性格だと思うが、こういうところで自分を律することができる彼だからこそ、信頼することができるのだろう。

「今日は……そうだな、欲望のほんの一部だけを解放しようと思う」

　妙な言い回しが気になりつつも、賢人が額をおでこにくっつけてきてそれどころではなくなってしまった。

　あと少しでも近づけば、唇が触れ合ってしまうほど近い距離。彼の怜悧な瞳を目の前にすると鼓動が速くなるようだった。

「恵美、顔が赤くなってるぞ」

「……代表が見つめるからです」

「名前で呼んで」

　ドクン、と胸が跳ねる。代表はずっと代表だと思っていた恵美からしたら、名前を呼ぶ時が来るとは夢にも思っていなかった。

　だが、彼の目が誘ってくるので断ることができない。

「け、賢人……さん」

　恵美は意を決して、まるで沸騰してしまいそうなほどに顔中が熱くなるのを感じながら、彼の名前を呼んだ。

「本当に愛しいな」

　恵美の顎に手を添え、上向きに角度をつけると彼は顔を近づけてきた。

「──恵美、愛してる」

　唇と唇が重なった。

　ふんわりと寄せるだけのキス。何度も何度もお互いの存在を確かめるかのように唇を重ねていく。より相手に近づこうと、より相手を知ろうと二人の口付けは深くなった。

「はぁ……んっ、賢人、さ……ん」

　恵美の下唇を賢人の唇が挟み、濡らしていく。こんなに激しいキスはしたことがないから混乱すると同時に、彼の口付けをもっと知りたいと求めてしまう。吐息と吐息を絡ませながら、わずかに空いた恵美の口に賢人の舌が入り込んだ。

　口内を舌先でなぞられただけで、ビクビクと体が震えてしまった。為す術もない恵美は、ただ口の中を蹂躙されるだけ。性感帯を刺激されているわけではないのに、下腹部が熱を帯びてくる。まるで『体質』が発現したときのようだが、それとは違い、ジワジワと熱に侵されていくような感覚。

「あ……んっ、はぁ……っ」

　キスだけで快感を覚えてしまっている。恥ずかしさも感じるが、もうどうしていいのかわからない。もっと賢人を知りたいと思うのに経験がないからされるがままになっていた。

「恵美、自分がしたいようにしてごらん」

　それに気づいたかのように、賢人が声をかけてくる。

「んっ、はぁ……。でも、どうしたら……」

「口を開けて、舌を出して。あとは好きに動かすんだ。自分が気持ちよくなるところを探して」

　優しい声音で促され、恵美は素直にその言葉に従った。舌を突き出して、賢人の舌と絡め合う。

　それからは、まるで欲望をさらけ出すように互いの舌先がぶつかっていった。口の端から唾液が溢れるが、そんなことお構いなしに深い口付けを繰り返す。

　もっと近くで感じようと背中に腕を回すと、彼もそれに応えるように顔を両手で支えて、密着させていく。

「ああん、はぁ……んっ、んっ！」

　賢人が舌先を恵美の上顎に付けてきた。敏感な場所を高速で撫でられると、それだけで腰が揺れてしまう。快感から逃れるように動こうとするが、賢人が頭を抱いているため逃げることができない。

　──気持ちいい……！

　口の中がこんなに気持ちいいとは知らなかった。体中の敏感な場所がさらに敏感になり、布がズレるだけで達してしまいそうになる。

「恵美、いやらしい顔になってるよ」

　顔を離すと互いの唇と唇の間に銀色の糸ができて、ぷつりと途切れた。頭がぼうっとして何も考えることはできない。ただ、悶々とした感覚が下腹部の奥深くで、キュンキュンと疼いているだけだった。

「煽るのが上手だな。僕の理性を壊すつもりかい？」

「そんなつもりは……。あっ」

　賢人の言葉に戸惑っていたその時、彼は軽々と恵美をお姫様だっこで持ち上げた。

「ドアのところでするのもいいが、恵美には刺激が強すぎるだろ？」

「え、ええ……」

　『体質』が発現し、理性を失っている状態ならまだしも、さすがに今は恥ずかしい。

「あの、シャワーとかは……？」

「そこまで待てるほど僕は辛抱強くない」

　ベッドの上に降ろされると、賢人が優しく覆いかぶさってきた。

「たっぷり愛してあげる」

　言うが早いか、彼は首筋にキスをしながら、ブラウスを脱がしていく。ブラホックを外してたわわな実りを露出させると、舌先を降下させていった。

「あっ……」

　右胸に向かって顔を寄せると、右手で左胸を揉みしだきながら、乳首に吸い付いた。

「もう硬くなってる」

「あんっ、吸われるの……気持ちいい……ッ」

　乳首を口の中に含みながら、舌を小刻みに動かして乳頭を弾く。

「与えれば与えれるほど、君のものは甘くなっていくな。ずっといじめたくなる」

　そう言った彼は右胸から唇を離し、次は左胸の乳首を舌先で刺激しながら柔肉を愛撫していった。

　次々と与えられる気持ちよさに背中をのけぞらせた恵美は、大きく息を吐いた。彼の背中に手を回し、自分の方へと掻き抱いてしまう。密着することになり、快感は増すばかりだった。

　舌先で蕾の愛撫をしながら、賢人はボトムスと下着を脱がせていった。

　あっという間に一糸まとわぬ姿となった恵美は、恥ずかしくて体を隠してしまう。

「こんなにきれいなのに隠すなんてもったいない」

「きれいじゃないです……」

「肌も滑らかだし、触り心地もいい……。僕は大好きだよ」

　お腹の辺りから下に向かって、順に口付けをしていく。茂みの生え際にたどり着くと、賢人は恵美の脚を広げた。

「たっぷり濡らしてるね」

「ンッ……見ないで、下さい」

「それはできない。恵美の熟れているところを見ると、我慢できなくなる。もっと君を感じさせてあげたいんだ」

　叢をかき分けて、賢人はそこへ顔を埋めた。

「賢人さん、何をして……!?　そ、そこは汚いですよ!?」

「恵美の体に汚いところなんてない」

　すでに硬く勃起している陰核に口をつける。唇と唇で花粒を挟み込んで、舌先で何度も叩いてきた。ツンツンと弾かれる度に全身に電流のように刺激が流れ、腰を震わせることしかできなかった。

　新芽を口淫しながら、指を膣穴に持ってくる。愛液を絡めながら、恵美が痛くならないように慎重に中指を挿入してきた。

　膣内に侵入した指が小刻みに動く。手前の感じやすいところを何度も突いてきて、それだけで腰が浮いてしまうほどだった。

「あ……んっ、あああっ！」

　陰核と膣内を同時に愛撫され、恵美の頭はおかしくなりそうだった。

　クチュクチュ、と卑猥な水音が鳴り響き、腰を動かしてしまう。声がひときわ高くなって、髪が乱れていくのがわかった。

「狭くなってきた。今日は奥までしっかりほぐしてあげるから」

　昨日は手前のいいところを刺激してくれたが、今日は男の人の長い指だからこそ届く場所をかき乱していく。自分では触れたことのない深部を触られて、大きなうねりが近づいてきた。

「いいよ、恵美。いつでもイって」

「あっ、やぁ……ダメ、です……っ。そんな……ンッ、ところ……あんっ、わ、私……もう……イっちゃ……ッ！」

　多少の堪え性も見せられないまま、恵美はあっという間に達してしまった。

　全身に力が入ったかと思うと一気に脱力し、小さな力みと弛緩が交互に繰り返される。呼吸も荒くなり、腹部が激しく上下していた。

「十分ほぐれたかな」

　彼はネクタイを緩めて、シャツを脱ぎだす。

　筋肉質で引き締まった腕と六つに割れた腹筋。細身な方だが、かなりたくましい体つきをしていて恵美はドキドキしてしまう。

　──男の人の裸を近くで見るの……初めて。

　どこに視線を送ったらいいのかわからず、顔を横に向けていると、

「入れるぞ」

　いつの間にか避妊具を装着した、巨大な剛直。天を突くように上反りになり、長く太い熱棒がヒクヒクと震えていた。包皮が余すところなく完全に剥けきり、亀の頭のような先端から急カーブを描くようにくびれのところが出っ張っていた。

「君の姿を見ていて、僕も我慢できなくなってしまった」

　避妊具が破裂してしまいそうなくらいパンパンに膨らみ、股間から腕でも生えているのではないかと錯覚するほどの大きさだった。尖った先端は凹凸が激しく、あの雁首で中を抉られたら、どれだけの快感になるのだろうと生唾を飲んでしまう。

　同時にあれだけの大きさが入るのだろうか、と不安にもなる。

　そんな気持ちに気がついたのか、賢人が優しく恵美の頭を撫でてくれた。

「恵美、かわいいよ。優しくしてあげるから」

　濡れそぼった蜜壺に先端を押し当て、ゆっくりと太く張り詰めたものが侵入してくる。

「あんっ、あ……ぅ……ッ。入って……く、る……ッ！」

　狭い穴をかき分けるように、肉棒が進んできた。

「しっかりほぐしたつもりだが、まだ狭いな。痛かったり、苦しかったりしたら教えてくれ」

「だい、じょう……ぶ、です」

　無理をしていないと言えば嘘になる。肉体的にも苦しさはあるが、何よりも男性器が初めて入ってくるという緊張感がすごい。

　それを察したのか、賢人は優しく口付けをしてきた。

　触れる程度の優しいキスを繰り返し、少し落ち着いたところで舌が入ってきた。今までのように激しいものではなく、まるで緊張をほぐすような甘いキス。

「ゆっくり行くからね」

　口付けをしながら徐々に進んで行くため怖さはない。僅かな痛みも感じるが、硬いもので擦られるとすぐに快感へと変わった。

「全部入ったよ」

　先端から根本まですべて挿入すると、なじませるように奥で止まってくれた。

　初めて男性を受け入れることへの恐怖心は確かにあったが、彼が優しく蕩かしてくれたためすでに痛みはない。少し違和感のようなものを覚えるが、それはここまで太いものを飲み込んだことがないからだろう。それに頭を撫でながら優しく抱きしめてくれているので少しずつ緊張も薄れてきた。　

「はぁ……ァァ……んぅ」

　恵美の方も、いきなり激しく腰を動かされるより、待ってくれる方がよかった。初めての感覚のため、頭が追いついていかない。それを察してか、賢人の方も恵美を見つめながら、優しく待ってくれている。

「はぁ……ン、すごく、大きい……！」

　ぴったりと膣壁が密着しているのか、彼のものの形がはっきりとわかる。えらの張った部分が膣肉を押しているから、それだけでも十分に気持ちがいい。

「締め付けがすごいな。僕のものを銜え込んでいるみたいだ」

「賢人さんの……硬い、です……」

「興奮しているんだ、君の姿に」

　彼の目に欲情が浮かんでいる。いつもは冷静沈着な賢人が自分に興奮してくれていると思うと嬉しくなってしまう。

「もうダメだ。じっとしていることができない」

　動くぞ、と賢人は腰を振り始めた。

「ああっ！　んっ、あ……ンンッ……！　あんっ……」

　肉杭が引かれると、自分の花弁がめくりあげられるような感覚になる。最奥から入り口に向かって硬いものでなぞりあげられていくようで、尻を浮かせて悦んでしまう。

　ギリギリまで引き抜かれたと思ったら、今度は一気に奥まで入り込んでくる。子宮口のある一番敏感な部分を一突きされ、目の奥がチカチカと弾けたような気がした。

　賢人は恵美の細い腰を掴むと、律動的に抽挿を繰り返していく。蜜がさらに溢れ出し、にちゃにちゃと淫靡な水音を響かせていった。

「そこ、ダメ……です……ッ！　賢人、さ……んッ」

「突けば突くほど、どんどん狭くなっていく。これじゃ僕がもっていかれそうだ」

　賢人の腰の動きが加速していく。

「恵美……、君の中がとても気持ちいい、よ……っ」

「賢人さん、私も……私も、感じて……！」

　見つめ合った二人は、どちらからともなく唇を重ね合わせる。お互いがお互いを本能的に求めるかのように舌と舌を絡め、劣情を激しく燃やしていった。

「んぅ……け、んと……さぁ……んっ」

「はぁ、んっ、え……み、愛して、る……！」

　ため息のような大きな吐息を漏らしながら、賢人も時おり声を上げる。耽美で、甘い喘ぎに、耳からも愛撫されているような気分になり、恵美の膣はさらに収縮していった。

「すごく……締まってきた……」

「賢人さん、ごめんなさい……。わ、たし、もう……イっちゃいそうで……！」

「僕も耐えることができない。一度出すから」

　細腰を掴む指先に力が入るのがわかる。すると、今まで明らかに手加減していたとわかるくらい高速で、賢人は腰を荒々しく動かしていった。

　──賢人さん、イク……！

　頬が上気して、呼吸が乱れていく。クールな彼が情欲に塗れた表情になっていくのを見ると恵美も我慢することができなかった。

「あぅ、あんっ、ああ……ああっ、も、う……、イキ……ますっ。あん、あっあっあっ、イク……ッ！」

「愛してるよ、恵美」

　ささやきと同時に恵美の蜜肉の中でドクンドクンと陰茎が跳ねた。「うっ」とうめくような声を上げながら、賢人は何度も射精を繰り返していく。一通り吐き出しきったあと、彼は大きく息を吐いて、肉棒を引き抜いた。

「あっ……」

　さっきまで密着していたものがなくなり、恵美は声を漏らしてしまう。

　射精したばかりだというのに、彼の肉杭は大きなままだった。男性は一度射精したら終わりだと思っていた恵美からしたら少し不思議である。

「恵美、まだ満足していないよね？」

　そう尋ねながら、賢人は避妊具の処理をする。処理をしたと思ったら、すぐさま新しいものを着けているのだった。

「残念ながら僕は欲深い男でね。愛した女性だと一回くらいじゃ満足できないんだ」

　先ほどよりも太さが増し、反り返っている。

　満足していないのは、恵美も同じだった。

　五度目の射精が終わったとき、恵美はあることに気がつく。

　──今、何時!?

　壁掛けの時計をみると、二十三時になろうとしているタイミングだった。

　あまりにも賢人との絡みが情熱的でいやらしく、快楽に満ちたものだったから、すっかり時間を忘れていた。正確に言うのならば、考えることすらできなかった。ただ、ひたすら賢人に快楽を与えられ、何度も絶頂し、その度に愛を教えてもらっていたから。

　賢人に抱かれている間は、すべてのことを忘れることができる。そう思っていたが、落ち度があったみたいだ。

「賢人さん、ダメ……！　私……ッ！」

「知ってるよ。僕が本気であることを知ってもらうためにわざとこうしていたんだ」

　賢人は柔和な笑みを浮かべ、恵美の額に口付けをした。

「恵美とこれから付き合っていくってことは、君の『体質』とも付き合っていくということだ。普段は気をつけていればいいかもしれないが、『体質』に付き合っていけるかも恵美にとっては大事なことだろ？」

　それは、発情してしまっている状態の恵美と正面から向き合ってくれるということだ。

　その申し出は目元に涙が溜まるほど嬉しいものだが、自分のことを嫌いになってほしくないし、何より彼を付き合わせてしまうのが嫌だった。

「不安そうな顔をしないでくれ。ここまでで気がついているだろうが、僕の欲望は底なしだ。君を必ず満足させてあげるから」

　指で涙を拭きながら、彼は恵美を抱きしめてくれた。

　激しい性交で熱を帯びた肌と触れ合い、恵美は安堵に包まれる。同時に自らの体の異変を感じ取った。

「あっ……あっ……！」

　二十三時ちょうどになった瞬間、さっきまで満たされていたことが嘘のように急激に欲情してくる。恥ずかしくて見ることすらできなかった賢人の肉棒が欲しくてたまらなくなり、食い入るように見つめながら自らの陰部を触り始めてしまう。

「やぁ……見ないで」

「美しい眺めだ。このまま恵美が一人でするところをじっと見つめていたいが、さすがにかわいそうだからな」

　賢人は恵美の体をくるりと回転させると、四つん這いにした。

「あ、うぅ……ダメ……ぇぇ……」

　お尻を彼に向けている恥ずかしさと、獣のような態勢でのセックスへの期待が同時に膨れ上がる。まだ恥ずかしさの方が勝っているらしく、恵美がそのままの姿勢で逃げようとすると、賢人が後ろから腰を掴んだ。

「逃さない」

　白い丸みを突きだすようなポーズに変えられ、尻の割れ目に硬いものが押し当てられる。すでに何度も射精をしているにもかかわらず、賢人の肉棒は硬さを失わず、天に向かって鋭く尖っていた。

「あんっ、後ろ、か、らぁ……」

　獣みたいな格好にさせられ、熱い楔が挿入される。前から入れられるのとは違い、ぐいぐいと奥まで入り込んでいるのがわかる。

　──ふ、深い……。

　賢人のものは長くて太いため、最深部まで到達すると、恵美はため息のような甘い吐息を漏らした。自然と体がのけぞってしまい、顎が天井を向く。

「すごくいい眺めだ」

「い、嫌ぁ……」

　自分には彼が見えないのに、彼には自分の後ろ姿を見られてしまっている。羞恥に腰を揺らすと、賢人は楽しそうに笑い声を零すのだった。

「恵美、かわいいよ。とてもかわいい」

　賢人が腰を振り出した。ぱんぱん、と皮膚がぶつかる音と愛液がかき混ざる音が響く。

　──音……すごいっ！

　卑猥なメロディが流れ、恵美の興奮が高まる。すでに発情状態になっているので、情欲にまみれた願望に頭の中を支配されているようだ。

「賢人、さぁん……お願い、もっと激しく、強く……突いて、下さいっ」

　自分が恥ずかしいことを口走っているのはわかる。だが、すでに与えられている快感よりももっと強い快楽が欲しくて、頭がおかしくなりそうだった。

「君のいやらしいところを見ていたら、僕も我慢できそうにない」

　尻を鷲掴みにしながら、荒々しく腰を振る。

「あんっ、ああ……ッ。ん、ン、ふぁ、んっ、んぅ……あっ、あああっ、ああっ！」

　子宮口を突かれる度に脳まで甘い刺激が伝わってくる。頭の中が真っ白になって全身が火照ってくるのを感じた。乳首や陰核といった敏感な部分は触られていないのに強烈な快感を生んでいる。それ以外の肌も性感帯になったみたいに感じやすくなってしまい、掴まれている尻肉すらも心地よい。

　動物みたいな態勢で、好きな彼に犯されている。

　そう思うだけで、恵美の快楽は何倍にも増幅していくのだった。

「まだ締まるか」

「だめ、ですっ！　私、また……！」

「イっていいよ」

　彼の言葉を受ける直前に、恵美は絶頂してしまった。それからは硬いものが自分の中に入って膣壁を抉っている間、常に達しているような感覚で、肉棒が前後に動くだけで何度も絶頂を繰り返した。

「はぁん……！　こ、これ……おかしく、なるぅ……！　あァッ！　わ、わたし……、おかしく……んッ……ァ、ああっ、あああァ！」

　悲鳴のような喘ぎ声が漏れる。

　今まで感じたこともないほどの快楽に体が悦んでいるようだった。同時に、この快楽に支配されてしまうのではないかという恐怖が生まれる。たまらない愉悦の波が下半身の孔から全身に響いている。

「僕も、おかしく、なりそうだ……！　恵美を抱いていると、君以外のことを考えられない」

　くぐもった声を出しながら、賢人の抽挿が荒々しくなった。

　ぴったりと張り付いている膣壁から賢人の怒張が膨らんでいくのを感じた。すでに何度か経験しているから、それが射精を意味していることはわかる。

「ああ、ああ……イク……っ！　あんっ、あァ、ら、めぇ……！　わ、たし……イっちゃ……う」

　桃尻の形を歪めるくらい腰をぶつけ、亀頭を子宮口へ密着させる。間断なく押し寄せる疼きと共に、恵美は大きな絶頂を迎えた。

「ひ、あァ……ァァァ！　ああああァァァァ！」

　ペニスが膣内で震えているのがわかる。何度も何度も自分の中で跳ねて、白い液体を吐き出しているのだ。

「まだだ……まだ……ッ！」

　肉棒を引き抜き、一瞬のうちに避妊具を着け替える。抜かれたことすらよくわからないまま、再び恵美の蜜壺の挿入した。

「ひぅ……んっ！」

　何度もイカされているためか絶頂が止まることがない。『発情』してしまっているため全身が敏感になり、入れられただけで軽イキしてしまうほどだった。

　──足りない……！　もっと……もっと……！

　壊れるくらい、狂ってしまうくらいに快楽を味わわせてほしい。獣みたいな体位でしているのだから、野獣みたいに本能のままに。

　恵美は自ら尻を左右に振りながら、賢人を求めた。自分が品のないことをしているという自覚はあるが、理性はほとんど機能していない。誰よりも近くで賢人を感じていたいのだ。

「たまらないな。いくら出しても、まだ欲望が生まれる」

　深く入れ、熱棒を入り口付近まで引き抜く。腰のくびれに両手を当てながら、高速で抽挿を繰り返していく。蜜と肌のぶつかる音が響き、それに合わせて恵美の嬌声も響き渡るのだった。

「もっと！　もっと突いて下さい……！　私が壊れちゃうくらいに……！　あんっ、んぅ……！　もっと……っ！」

　シーツをぎゅっと握りながら、とめどなく打ち寄せてくる快楽に悶絶する。あまりに強い快感のため逃げ出そうとするが、その度に賢人に引き戻され、最深部まで挿入される。

「ああ……締まる……ッ！　引っこ抜かれてしまいそうだ……！」

　自然と膣壁が蠕動して、彼の精液を搾り取ろうとする。膣壁が痙攣するとより密着するため、くびれの部分が抉れて身悶えるほどだった。

　賢人は恵美の肩を掴むと、そのまま自らの方に抱き寄せる。上半身が起き上がった態勢になったところで、恵美の豊乳を後ろから鷲掴みにした。

　左手でこねるように柔肉を愛撫しながら、右手は股の突起物を刺激する。器用に皮を剥くと勃起した陰核を指で弾くように愛撫した。

「あああぅ！　ダメ……ッ！　イっちゃう……！　イクッ！　イって、る……！　ああんっ！　イク……イクぅ……！」

　どこで絶頂を迎えているのかわからない。ただ、乳首と花粒、そして膣内とすべての性感帯を同時に攻められて、今までにない官能の波が襲ってくるのだ。

「イクイク……ッ！　あんっ、もう、やぁ……あんっ、イってる……あんぅ、イクぅ……！　イクぅぅ！」

　支離滅裂になりながらも声を出していないと本当に理性が吹き飛んでしまいそうだった。

「本当に、君は煽るな」

　恵美の言動は、わざとやっているものではなく、自然と出てしまうものだった。だが、それが賢人の欲望をさらに増幅させる。

　恵美の顎を掴むと後ろを振り向かせ、そのまま強引にキスをした。舌を無理やりねじ込み、口内を嬲る。

　恵美は態勢のせいで苦しさを覚えながらも、賢人を求めるように舌を絡ませていった。呼吸ができなくても、言葉がおかしくなっても、淫らに狂っても、彼の愛を近くで感じていたい。

「恵美、愛している。……出すよ」

　その言葉を聞いた瞬間、恵美は今日一番の絶頂を迎えた。口付けをしていたから嬌声を張ることはなかったが舌が小刻みに動き、膣が締まっていくのがわかる。

　賢人も声を漏らしながら射精を繰り返していた。膣壁を押し上げるようにビクビクとペニスが上下し、濃厚な白い液を吐き出す。長い吐精を続けながら、賢人は唇を恵美から離した。

「愛しているという気持ちがどんどん強くなっていく。ずっと恵美を抱いていたい」　

　吐精が終わると、賢人は覆いかぶさるように恵美に抱きついた。後ろから抱きしめられる形で、そのままキスを繰り返していく。

「まだ疼くかい？」

　いつもより落ち着いているが、まだ『体質』による悶々とした感覚は抜けない。

「よかった。まだできそうだね。僕も満足できていない」

「……ッ！」

「今晩でゴムの一箱を使い切ってしまおう。明日から休日だ。月並み言葉ですまないが──今夜は寝かせないよ」

　普段はクールな代表の底なしの欲望を垣間見る。

　──私……この人じゃないとダメかも。

　心だけではなく、体までも彼に魅了されていると恵美は感じていた。







三章　気づいてしまった『願望』








「で、彼氏とはどうなのよ？」

　恵美は中学時代からの親友である奈な央おと電話で話していた。彼女とは高校までは一緒の進学だったが、恵美が首都圏の大学に通うために上京し、奈央は地元の大学に通うことになったので、実際に顔を合わせる機会は少なくなってしまった。物理的な距離は遠くなったが、月に何回かこうして通話をしているため、今でもずっと仲がいい。他人に対してどうしても気を遣ってしまう恵美であるが、奈央だけは唯一気兼ねなく話すことのできる友人である。

「うん。順調だと思う」

　賢人と付き合いだして一ヶ月が経過している。その間、デートをしたり、旅行に行ったり、家にお泊りしたりとたくさんの時間を一緒に過ごした。おかげで彼のことを今まで以上に知ることもできたし、もっと好きになることができた。

「恵美からそんなことを聞ける日が来るとはね。本当に嬉しいよ。前の彼氏とは一週間くらいで別れちゃったし、それ以来、男の人とは付き合いたくないみたいな感じだったしさ」

「私も変わったんだよ」

「ふぅん」

　恵美のごまかしに、何か言いたげな奈央。

「だいぶいい男みたいだね」

　親友の奈央にも会社の人にも、自分の恋人が賢人であると言っていない。彼はテレビに出ている人物ようなだし、社内にもファンが多い。同じ職場に彼女がいるとわかると、彼にとって悪影響にしかならないと思って、恵美からしばらく秘密にしてほしいとお願いした。

　──賢人さんは堂々とすればいいって言っていたけど。

　大人の男女が恋人同士になるなんて当たり前だから気にする必要はないと、彼は微笑みまじりに話していた。恵美としてもその通りだと思うが、『体質』のことも気にかかり、一歩ずつ進んでいきたいというのが希望だった。自らの公表は控えているが、外でのデートなどはあまり制限しないように気をつけている。賢人が有名人のため簡単な変装くらいはするが、気分転換にもなるし、何より彼と外でデートすることは楽しいから。

「いい人に出会えてよかったね。恵美と付き合えるってことは、恵美の秘密も知っているってことだろうし」

「え……？」

　奈央は『体質』について知らないはず。さすがに深夜になると発情してしまうなんて親友にも言うことはできないから、恵美は誰にも言わずずっと黙ってきた。

「……奈央、知ってるの？」

「知らない知らない。ただ、何かを隠してるっていうのは感じてたからさ」

　勘づいていて今まで追求しないでいてくれたことに感謝しつつ、申し訳ない気持ちにもなってくる。

「……ごめん」

「謝らないでよ。生きていれば誰にも言えないことの一つや二つあるだろうしさ。恵美が話さないことは話したくないってことなんだろうし」

　奈央は少しがさつなところがあるが、こういう察しのいいところが一緒にいて心地よいのだ。勘がよく、洞察力もあるため異性にも人気で、恵美と違ってたくさんの浮名を流してきた。

「ところでさ、恵美。私のカレのことなんだけど」

　その『カレ』が自分の知っている彼氏ではなく、新たにできた男なのかとはあえて指摘せず、恵美は奈央の愚痴を二十二時頃まで聞いていた。





◆　　　◆　　　◆






　時刻は十七時。定時だ。

　今日は、所属弁護士もパラリーガルも残業せず、定時になったらそれぞれ帰って行ってしまった。

　恵美は事務所内の後片付けを任されたので仕方なく作業しているが、それも三十分くらいで終わるだろう。

　黙々と進めていると、

「若菜さ……恵美だけか？」

　雑誌の取材が終わって戻って来た賢人が側に寄り添う。

「賢人さん……じゃなくて、代表。事務所では名前で呼ばないって約束をしましたよね」

　付き合っていることを公表していないため、そういった配慮も必要だと思い、恵美の方から提案したのだった。

「みんな帰宅している。大丈夫だろう」

「そういう気の緩みが危ないんです」

　賢人はばつが悪そうに苦笑いを浮かべた。

「そうだ。こんなところで話すのも何だが、『体質』の方はどう？　この前、食事しているとき、変化があるって言っていたよね？」

　レストランに行ったとき、軽くその話をしたのだ。周りに人がいたからお互い話題を変えてしまったが、賢人は気になっていたのだろう。ここ数日、賢人が忙しく二人きりになる時間がなかったから、思わず尋ねてしまったのだと思う。

　恵美は念のため周りに人がいないことを確認して、感じていることを話した。

「私もよくわからないのですが、その……代表としてから、落ち着いている感じがするんです」

「落ち着いている？」

「今までは二十三時が近づくとなんとなく悶々としてきたのですが、そういったことがなくなってきて……。それで、ちょっと実験してみたんです」

　賢人は興味深そうに目を細めた。

「二十三時を越えて、あえて発情状態にしてみようと。次の日は休日でしたし、大丈夫だろうと思って。そうしたら……」

「どうなったんだ？」

「何も起こらなかったんです」

　形のいい顎に手を当てながら、賢人は考える。

「何も起こらなかったというのは、一切悶々としなかったということか？」

「はい。今までにないことでした。初めは少しの違和感みたいなものがあったんですが、何度か実験を繰り返すうちにそれもなくなって。今では『発情』が起こる感じがしないんです」

「変化のきっかけは何だと思う？」

　思い当たるふしはある。だが、話そうと思うと頬が熱くなってしまい、恵美は下を向いた。

「その、恥ずかしいんですけど……代表が、たっぷり愛してくれたからだと。理由はわかりませんが、欲求が満たされたんだと思います」

　肉体的な欲求も当然だが、精神的なものもそうだ。今まで恋愛に対してネガティブな印象しか持っていなかった恵美は、賢人と付き合うことで、他人と寄り添って生きる素晴らしさを知った。体と心の両方が満たされたことでの結果だと恵美は分析している。

「以前の予想通りかもな。まだ様子見だろうが、もし『体質』が解決できれば、君の人生の自由度は上がるだろう。今までできなかったこともできるようになるだろうし」

「はい。『体質』に怯えて暮らす必要がなくなります」

「そのためには僕がいっぱい愛さないといけないな。楽しみだ」

　ふいに向けられた艶っぽい笑みに、体が熱くなってしまう。

　彼の性交は情熱的だった。恵美のことをしっかりと蕩かして、何度も絶頂させてから挿入。その状態で硬い楔が入ると、オーガズムが止まらないようになるのだ。何度も射精できる絶倫でもあるため、恵美が心底満足するまで付き合ってくれる。体調や時間を考慮できる気配りも持ち合わせているし、自分にはもったいないほど最高のパートナーだった。

　──どうしよう、欲しくなっちゃう。

　彼との行為を思い出すと『発情』の時間になっていないのにもかかわらず欲情してしまう。こんなにも性欲が強かったのだろうかと内心で驚いているが、それも含めて彼は自分のことを愛してくれている。

　恵美は上目遣いで言葉を漏らした。

「あの、賢人さん……今夜は……」

　明日は休日。朝まででも抱き合っていられる日だ。ここ数日はしていないし、久しぶりに彼の体温を感じたいと願っている。

「実は……」

　賢人が言いよどんでいると、不意にスマホの着信音が鳴った。

　それは賢人のものだった。

「すまない。出るよ」

　恵美から離れて、電話に出る賢人。二言三言話したら、すぐに電話を切ってしまった。

「これから予定があって、呼び出しの電話だったんだ」

「そうですか。お気をつけて下さいね」

「ごめん、恵美。埋め合わせはするから」

　耳元で囁いて、賢人は会社を出て行ってしまった。

　再び一人となる恵美。どこか寂しい気持ちが心に広がってきた。





◆　　　◆　　　◆






　結局、都合がつかず、土日も賢人に会うことができなかった。同じ職場にいるからまだマシだと最初は思っていたが、見えるところに彼がいて、ゆっくり話もできない方が辛いことに気がついてきた。

　──私、ここまで人を好きになったことはなかったな。

　恋愛は少なからず経験している。だが、どれもなんとなくのものだったと思う。

　初めて彼氏ができたのは、二十歳のとき。同じ大学の同級生だった。向こうから告白され、好きというよりかは嫌いじゃないから、という消極的な理由で、付き合うことを選択。学生らしいデートを繰り返していたことを思い出す。

　ただ、ときめきとかは一切感じなかった。気の合う友人という方が、自分の感情を説明する上でぴったりの言葉だった。

　経験としてはよかったと思う。少しではあるが男の人を知ることができたし、自分が恋に向いていないことを知るきっかけにもなった。

　後悔があるとすれば、二十歳になったばかりで慣れていないのにお酒を飲んでしまったことだ。彼の勧めを断ることもできず、カクテルを飲み干していった。甘くておいしかったし、何より初めての彼氏の厚意を断ることができなかったら何度も煽ってしまった。

　別に彼も恵美を酔わせて、襲おうしたわけではない。お酒を飲めるようになった大学生が、ただ羽目を外したに過ぎない。居酒屋で人の目があるならまだしも、そこは彼の自宅だったし、そういったことも不幸だったのだろう。

　酔いで思考が回らなくなり、気がつけば二十三時を越えていた。

　あとは、彼の前でみだらな自分の姿を見せてしまっただけ。相手の方も女性経験が豊富というわけではなかったし、恵美は地味なタイプだったためか、より引かれてしまったのだろう。「気持ち悪い」の一言で酔いが覚めたときはすでに遅かった。

　キーボードをタイピングしながら、恵美はふと昔のことを思い出していた。

　時が経ち、賢人という新しい恋人ができたはずなのに不安が心を埋め尽くす。最近、二人で会えてないからこそ起こる焦燥感でもあった。

　冷静に考えなくても、賢人は恵美には出来すぎた彼氏だった。誰しもが羨むような相手と付き合うということは競争率が高いということで、自分よりも魅力的な女性がアプローチをかければ、彼はそちらに行ってしまう恐れがある。

　──私よりも素敵な女性はいっぱいいるんだから。

　この不安が本当に人を愛しているから起きるということにまだ恵美は気がつかないが、だからこそ、どうにも落ち着くことはなかった。

「若菜さん、今夜いいかしら？」

　話しかけてきたのは、恵美の先輩でもある佐藤理り子こ。黒い髪をトップでまとめ、縁の薄い眼鏡をかけている。背も高くモデル体型なのだが、きつい性格をしているため事務所内での評判は悪い。

　そんな先輩が自分を誘っている。

　──こんな時に。どうしよう。

　正直、今日はすぐにでも家に帰りたい気分だった。しかし、佐藤の機嫌を損ねると社内で悪い噂を流されてしまう恐れがあるし、ヒステリーを起こされると対応が面倒になる。他の先輩にも「佐藤を怒らすな」と言われてきているため、恵美は渋々彼女の誘いを受けるのだった。

　佐藤とやってきたのは、繁華街にあるバーだった。

　まだ夜も更けていないため客の数も少なく、奥の個室に案内される。酒をあまり飲みたい気分ではなかった恵美は適当にアルコール度数の低いものを選び、佐藤はリキュールのカクテルを注文した。

　酒とつまみが運ばれてきて、二人はグラスに口をつける。

　──なんとかここまでは場を繋いだけど。

　思いつくまま雑談をして、なんとか緊張感を悟られないようにしてきた。佐藤の方はいつものことではあるが冷めた目で恵美のことを見て、当たり障りのないことを話している。

　わずかな沈黙を挟み、佐藤が口を開いた。

「単刀直入に聞くけど、代表とはどういう関係？」

　予想もしていなかった質問に、恵美は答えに窮する。

「代表と仲がいいみたいね。社内で噂になっているわよ」

「噂って……？」

「代表が社内の若い子に手を出したとか、あなたが遊ばれているのにも気がつかず弄ばれているだけだとか」

「……ッ」

　噂の真偽のほどはわからないが、佐藤は賢人と恵美の関係に気がついている。ということは、明日にはこの噂が確実に社内に広められるということだ。この口ぶりからして悪い噂にして広げるに違いない。

　社内とはいえ、自分の好きな人の悪い噂が出回るのは嫌だった。

「気がつかないとでも思った？　あなたが代表を見る目、女のものになっていたわよ」

　唇を歪ませながら言う佐藤は、鋭い眼光で恵美を睨んでいた。

　それは、自分の好きな男を取られてしまったという嫉妬の目だった。自らの気持ちを晴らすためならどんなことでもしてやるという強い意思さえ感じる。

「せっかく、あなたのバッグにあった鍵を隠して忠告してあげたんだから、その時に気がついて大人しくしていればよかったのにね」

「──ッ!?」

　賢人に『発情』を見られてしまったあの夜の元々の原因は、家の鍵がなくなってしまったことだった。それを知っているのは自分と賢人だけなので、佐藤が知っているということは、鍵を隠した犯人だからなのだろう。

　わざわざ自分から口にしたということは、恵美に対する宣戦布告を意味している。

　恵美は恐怖で手が震えたが、拳を握ってぐっと堪えた。

「まあ、お節介だと思うけど、いいことを教えてあげるわ。代表、あなたなんかに本気になっていないわよ」

　攻撃のための言葉だと理解できるが、先ほど頭をもたげた不安が脳裏をよぎり、胸がずきりと痛くなる。

「まだ入社して数年だから代表の若い頃を知らないでしょうけど、彼……二十代のときは相当遊んでいたのよ。一晩に何人も女をとっかえひっかえして、ひたすら自分の欲望を満たしていた。テクニックもあるから、一度抱かれた女は彼に依存してしまうのよ。あなたもその一人でしょ？」

　心当たりがないと言えば嘘になる。彼の情熱は十分すぎるほどよく知っているから。

「というわけで、あなたは恋人でも何でもないの。ただのセフレが彼女面しないで！」

　テーブルを強く叩き、佐藤は自らのスマホを見せた。

「彼、本当にたくましいわよね。私、一晩で何度狂わされたかしら」

　スマホの画面に映っているのは、佐藤と──賢人。

　ラブホらしきベッドの上で、二人が寝そべっている写真だ。賢人は目をつぶって寝ているようにも見える。

　日付を見ると、先週の金曜日だった。

　──何これ……。どういうこと……？

「そんなにまじまじ見ないで。それとも羨ましい？」

　数秒しか見ることができなかったが、確かに賢人と佐藤が一緒にいた。

　──電話がかかってきて、代表が帰った日……。相手は佐藤さんだったんだ……。

　頭の中がぐにゃぐにゃと歪んでいく。先週の金曜日だとすれば、すでに恵美と賢人は付き合っているタイミングだ。

　そんな中、彼は佐藤と一晩を過ごした。

　信じたくはないが賢人が魅力的な男性であることも事実で、自分と釣り合っているとは思えない。それこそ、恋人よりセフレの方がよっぽどしっくり来る。

「ま、あまり調子に乗らないでね」

　わざとらしい満面の笑みを浮かべながら、佐藤は立ち去った。

　一人になると、余計に混乱してきてしまう。

　賢人を信じたい気持ちと自分が彼と釣り合っていないという事実。

　──でも、いっぱいデートもした。

　──カモフラージュだとしたら？　最近は全然二人の時間を過ごしていないんだし。

　──愛していると何度も囁いてくれた。

　──男は誰に対しても言うよ？

　──こんな『体質』の私でも好きと言ってくれた。

　──絶倫の彼からしたら都合のいい『体質』なんでしょ？

　自問自答は悪い答えばかりになっていく。酔っているわけではないのに視界が回り、目眩がしてきた。頭も痛くなってきたところで、ドクンと体が跳ねた。

　ここ最近は発現していなかった『発情』の兆し。その感覚が下腹部の奥から響いているのがわかる。

　時間は、まだ十九時だ。

　──どうして……!?

　理由は不明だが、とにかく家に帰らないと。二十三時を過ぎたときのように急激に欲求不満になっているわけではない。近くのホテルに逃げ込んでもいいが、この時間は混みやすいので最悪入れない可能性がある。それならば、タクシーを拾って、今すぐに帰宅すれば惨事を免れることもできるだろう。

　恵美は急いでバーから出ていったのだった。





◆　　　◆　　　◆






　運良くタクシーも捕まり、まだ歩ける段階で、どうにか自宅マンションまで帰ってきた。『発情』の方は段々とその影を強め、体が燃えるように熱くなっている。車内で必死に自らを慰める行為を我慢してきたためか、膝がガクガクと震えていた。

「恵美、どうしたんだ!?」

　覚束ない足取りでエントランスの方に向かっていると、賢人の声が響いた。なぜこんなところにいるのか疑問に思うと同時に、今は会いたいのか、会いたくないのかわからないような、不安定な気持ちが満ちてくる。

　だが、彼の顔を見た途端、自分の意思とは関係なく、涙が零れ落ちた。

「何があったんだ……？」

　異常を察したのか、賢人はフラフラと歩く恵美を軽々と持ち上げると自宅まで運んでくれた。

　ドアを開けて玄関に入ると同時に、恵美はたまらず彼に抱きついた。

「はァ……はァ……ッ。賢人さん、私……」

「『発情』しているのか？　だが、まだ二十時だぞ」

　勘がいい賢人ははっと何かに気がついたように恵美に問いかける。

「……何があったのか教えてくれ。たまたま事務所の人に聞いたんだ。君と佐藤さんが一緒にビルを出ていったと。二人でどこかに行ったんだろ？　そこで何があった……!?」

「なん、でも……ありません……」

「二十三時になっていないのに『発情』が起こるわけないだろう。……精神的なものが関係していると僕たちは予想していたな。佐藤さんに何か言われたのか？」

　恵美は何も言わずに賢人にしがみついていた。今すぐにでも気持ちいいところを触って快楽に耽りたい。同時に、彼に寄りかかっているだけで欲求も収まってくるという事実もあった。彼と同じ空間にいるだけで心が落ちつく。

「僕は恵美の支えるになると決めた。何があったか教えてくれ」

　言えるわけがない。彼に佐藤とのことを問い詰めてもいいが、もし自分が考える最悪のシナリオだった場合、二度と立ち直れなくなりそうだから。

「……佐藤さんに何を言われた？」

　恵美は無言のままだった。

「思い当たるふしがある。数日前、佐藤さんに相談があると飲みに連れていかれたんだ。従業員だし無下にすることなんてできなくて……。だが、気がついた時、僕はラブホテルのベッドの上にいた。おそらく、睡眠薬でも盛られたんだろう。今、知り合いの医師に調べてもらっている」

　その言葉を聞いて、恵美は賢人を見上げた。

「何を言われたのかわからないが、佐藤さんが君に伝えたことはほとんど嘘だろう。大丈夫だから、何があったのか教えてごらん」

　穏やか声音で言われ、恵美の目からどっと涙が溢れ出した。

　賢人は人差し指でそれを優しく拭くと、柔和な笑みで彼女を見つめるのだった。

　その瞳に安堵した恵美は、先ほどあったことを涙声で話していく。

「……君を不安がらせることが目的だったらしいな」

「私を？」

「どうやら僕と君の仲に嫉妬したらしい。佐藤さんの目的に向かって真っ直ぐ突き進んでいく姿勢は評価していたんだが、どうやら歪んでしまったらしいな」

　賢人は珍しく大きなため息をついた。

「だが、僕は佐藤さんの言葉だけが問題だとは思わない」

　言葉の意味がわからず、恵美はきょとんと目を瞬かせた。

「君を不安にさせてしまったのは僕にも原因があるということだ」

「そんなことありません。賢人さんはいつも私に優しくて……」

「人のいい恵美のことだ。こんな私が愛されるわけがない、と考えていたんだろう？」

　過去のこともあり、図星だった。

　そのとき、突然賢人は恵美を抱きしめた。ぎゅっと、痛いくらいに。だけど、賢人の体温を感じるだけでその痛みすらも愛しく思える。

「恵美、僕と結婚しよう。──君を生涯愛すると誓う」

　その言葉に胸が弾んだ。

　一瞬、何を言われたか理解することができなかったが、心よりも先に体が反応してしまったらしい。

「本当はもっとロマンチックな状況を予定していたんだがな……」

　困ったように笑う賢人。

　やっと言葉の意味を理解することができた恵美は、目を見開いた。

「僕との関係が不安だったんだろ？　だったら、一緒になろう」

「いいんですか、私で……」

「付き合うときにも言っただろう。君しかいない。世界で一番君を愛しているんだ」

「でも……」

「体のことなんて気にするな。心が安定すれば『発情』は起こらないんだろうし、仮に起こったとしても僕が満足させてやる」

　恵美はそれ以上訊かなかった。これ以上、自分の不安を埋めるための質問をしたら覚悟を持ってくれている彼に失礼だし、何より彼の言葉は信頼するに足りたから。

「賢人さん、私も愛しています」

「僕もだ」

　賢人は恵美の頭を抱き寄せると、そのまま口付けをした。ついばむような甘いキスを繰り返したあと、舌先で強引に唇をこじ開け、恵美の口内を蹂躙する。吐息が混じり合い、二人はお互いが一つになるように密着していった。

　──け、賢人さん……ッ!?

　股間の硬いものが恵美のタイトスカートに包まれた腹部に当たっている。彼も興奮しているんだと思うと、恵美の情欲もさらに増していくようだった。

　深い口付けを繰り返しながら、恵美のブラウスのボタンを外していく。ふとももに手を回した彼は内側を撫でて、そのままスカートの中に手を入れた。

「もう濡れてる」

　下着に指が触れた途端、賢人はいじわるを言うように耳元で囁いた。

「賢人さんの……せいです」

　唇を尖らせながら言い、恥ずかしさをごまかしてみるが、興奮が収まることはない。クロッチの部分がべったりと肌に密着して、触れられてもいないのに勃起している肉豆に当たる。『発情』してしまっている状態だとわずかな刺激でも感じてしまい、腰が揺れる。

「気持ち悪いだろう」

　賢人はかがみながらショーツを脱がしていった。

「こんなに熟れて……。僕も我慢できなくなりそうだ」

　瞬く間に恵美を裸にした彼は、そのまま股のところに顔を近づいていった。

　まずは、艶やかな叢。生え際のところをなぞるように舌先を動かしながら、脚の付け根に向かっていく。

「あ……あっ……！」

　体が敏感になっているから陰毛を触られるだけでも気持ちよくなってしまう。指先を立てて、触れるか触れないかの距離でくすぐってくる。

「広げてごらん」

　両手で股を開かせると、彼はクレバスの部分に舌を入れた。

「あっ、ダメ……ッ！　そこ……あんっ」

　いきなりの口淫に体が跳ねてしまう。

　眉目秀麗な賢人の顔が、秘所に埋まっている。蜜壺をこじ開けるように舌先を侵入させ、ふとももまでしたたり落ちる蜜を舐め取っていく。『発情』が起こってしまい、いつも以上に愛液が溢れ出てしまっているので、恵美はやめてもらうように懇願する。

「け、賢人さん……大丈夫です！　汚いですし、それに立ったままなんて……」

　快楽で腰が抜けそうで膝が笑っているのがわかる。このまま脱力して尻を床につけてしまいたいが、それだと賢人を巻き込んだ形になってしまう。そうならないために必死に腰を浮かせて耐えていると、賢人が細腰をがっつりと掴んで自らに引き寄せた。

「ひぅ……ッ!?」

　悲鳴に似た声が出てしまったのは、すでに硬く立ち上がっている蕾に唇で吸い付かれてしまったから。右手で尻を愛撫し、左手は陰核の皮を器用にめくっていった。勃起して、むき出しになった花粒が露わになり、恵美は今までに感じたことのない快楽に襲われる。

「あんぅ、な、に……これ……ぇ……ッ」

「ほら、逃げちゃダメだ。僕を感じて」

　口に含み、小刻みに吸いながら、舌先を巧みに動かしていく。硬くなった秘芯が素早く弾かれる度に恵美は天井に顎を向けて悶絶した。大きな嬌声が漏れてしまうといけないため必死に指を噛んで抑えるが、我慢することができなかった。

「ここもいじると気持ちいい」

　花芽を愛撫しながら、淫音を立てて蜜窟へと指を忍び込ませる。すでに蜜で溢れかえっている隘路は拒むこともできず、むしろ歓迎するかのように最奥へと導いていった。

　奥まで入れられた指は肉襞を押しながら、小刻みに前後に動く。くちゅくちゅ、と卑猥な音を出しながら、蜜壺は彼を離したくはないかのように窄まっていった。

「すごい締め付けだ」

「あっ、はぁっ……！　ダ、ダメ……ッ！　も、もう……ッ！」

　淫芽と秘花を同時に攻められてしまい、快楽の限界はすぐに訪れる。足先に力を入れてつま先立ちになるほど体がこわばっていたというのに、絶頂を迎えた途端、一気に脱力し、腰が前後に激しく動いた。

「はぁ……はぁ……ァァ……ッ！」

　大きな吐息を漏らしながら、快楽の余韻に浸る。本来なら立っていることすらできないが、賢人が尻を掴んでいるため座ることは叶わなかった。

「僕も我慢できない」

　くるりと体を回転させると、賢人は恵美の尻を持ち上げる。壁に手を当て、尻を突き出したような態勢。立ちバックの状態になりながら、賢人がそそり立った剛直の先を濡れた秘部に当てた。

「こ、ここで……？」

「ベッドまで我慢できない」

　それは恵美も同じだった。たった数メートルの距離に過ぎないが、一秒でも早く賢人を感じたい。

　立ったまま壁際で性行為をするなんて、まるで欲望に支配されているみたいだった。

　だが、恵美はそれを否定することはなかった。

　二人は快楽に溺れた獣。お互いがお互いを求め、愛と悦楽を貪る性獣に過ぎない。

「賢人さん、私もです……っ。ここで、して、ほしい……っ！」

　早く彼の硬いものがほしい。欲情や不安をすべてかき消すほどの強い快楽をすぐに与えてほしかった。

「自分から腰を振って……そんなに煽らないでくれよ」

「早く……ほしいん、です……」

「入れるよ、恵美」

　尻たぶを掴んで左右に開くと、ゆっくりと肉棒を挿入していった。

　欲しくて欲しくてたまらない陰茎が中を掻き分けるように侵入してくる。馴染ませるように前後に動かしながら少しずつ最奥に向かって進んできているのがわかる。

「けん、とさん……は、はやく……一番、奥まで……ッ」

　長く太いもので、最も感じるところを突いてほしい。恵美は頬を真っ赤に染めながら、自分の欲望を懇願していた。

「じっくり味わっていたかったけど、恵美がそういうなら」

　細腰を掴んだ賢人が、猛りで一突きする。

「あああァ……！」

　腹の奥から押し出されるような声を漏らし、恵美は上反りになった。

「締まる……っ。それにいい眺めだ」

　ただでさえ巨大な男根が大きくなっていく。えらの部分もしっかりと形がわかるくらい媚肉に密着して、膣壁を圧迫していた。

「いやらしく煽って……。悪いけど、理性的にはいられないよ」

　低い声でささやきながら、彼の腰が動く。徐々に速度を上げ、肌と肌がぶつかる音が明瞭になっていった。

　一番深いところにある子宮口を何度も硬い亀頭がノックをする。それは高速のキスのようで、ぶつかる度に目の奥が眩むような快感を覚えた。

「ここも硬くなってるね」

　突然、豊かな胸の頂きを摘まれる。すでに勃起している乳首を、まるで肉棒をしごくかのように指で挟みながら上下にしごいていった。彼にありとあらゆるところを弄ばれていると感じながらも、それこそが愉悦の感覚で、体が求めてしまう。

「あっ、んっ。ああ……ッ……！　すご、く……気持ちいい」

「僕も気持ちいい。……一度出すよ」

「このまま……中に……ッ」

　恵美は零すように言った。

「賢人さんの……赤ちゃん、ほしいです……。このまま出して下さい」

　すでにプロポーズも受けているし、恵美もそれを受けている。きっと賢人の子どもならかわいいだろうし、恵美も彼との将来を望んでいた。

「いいのか、恵美？」

「はい。私、賢人さんとずっと一緒に生きていくんですから」

「僕も同じ気持ちだ。二人で、幸せな家庭を築こう」

　彼の抽挿が加速していった。

「あっ、んっ、ああっ、ああっ、ああああっ！　も、もう……イ、ク……ッ！」

「恵美、出すよ。──くっ！」

　うめくような声を出しながら、賢人が射精をする。ドクドクと白濁液を膣内で吐き出され、恵美はじわりとその温かみを感じていた。

「私、幸せです。生きてきて……よかったです」

「僕もだ。人を愛することがこんなに素敵なものだったなんて知らなかったよ」

　吐精の余韻に浸りながら、二人はキスをした。後ろを向いて少し苦しい体勢ではあるが、今は賢人と口付けしていたかった。

　彼はすぐに男根を抜くことはなかった。恵美の体温を確かめるように後ろから強く抱き、口付けを繰り返す。

　ただの快楽だけなら、一人でも感じることができる。だが、心が満たされていくこの感覚は賢人と一緒じゃなければ得られなかっただろう。

　──そうか、私が不安に感じるのは、賢人さんのことを本気で愛しているから。

　今まで自分の感情を疑ったことはない。こうして賢人と抱き合い、愛を確かめあっていると、より自分の感情を形づけることができた。

　今まで本気で人を好きになったことのない恵美からしたら驚くべき発見であるが、彼と一つになっているとすべてを信じることができる。

　──私、すごく幸せだ。

　幸せの実感が胸の奥にじんわりと響き、思わず笑みが零れる。

「恵美の笑顔を見ていると、もっと愛したくなる」

　射精したばかりにもかかわらず、賢人の男根は硬さを取り戻しつつあった。

「どうやら僕の欲望は収まらないらしい」

「ベッドに行きますか？」

　恵美は少しからかうような感じで言った。

「ああ。だから──」

　脚をＭ字に開かれ、そのまま持ち上げていく。

「え、ええ……っ!?」

　まるで赤子のように軽々と持ち上げられ、射精しても衰えない肉槍を挿入されたまま、恵美はベッドへ運ばれてしまった。脚を広げて、正面から見ればすべて丸見えという態勢に頬を赤らめながら、賢人はベッドの上に座った。

「恵美の顔が見たい」

　そう言って、くるりと体を回転させる。

　欲情した彼の瞳はどこか鋭く、それでいて表情は優しいものだった。その瞳を見ていると思考が蕩けていくようでありながらも、どこか心が安らいでいく。

　二人はどちらからでもなく、口付けを繰り返した。

　賢人が恵美の尻を掴んで、腰を振ろうと持ち上げたとき。

「あ、あの……私が、その、賢人さんのことを気持ちよくしたいです」

　思わず、恵美は言ってしまい、慌てて取り繕う。

「あ、あのっ……、いつも一方的に賢人さんに気持ちよくしてもらっているので……その、私も何か恩返しができないかなって」

「それは嬉しいな」

　瞳に熱を宿したまま柔らかい笑みを浮かべ、賢人は仰向けになって寝た。

　挿入したままの状態であるため腰を動かせばいいのだが、恵美は経験がないためどうしたらいいのかわからなかった。

「僕を感じさせるのは二の次でいい。まずは恵美が気持ちよくなってごらん。君が僕の上で乱れているだけで感じてしまうから」

「は、はい……」

　恵美は腰を前後に振り始めた。そうすると、硬くなった陰核が擦れ、痺れるような快感を得ることができる。

「あっ……あ、はっ、あんっ……」

「上手だ。もっと快感に溺れて」

　賢人の誘いに乗るように腰のグラインドを大きくしていく。賢人の引き締まった胸板に手を置きながら、自分が気持ちよくなるように尻を動かした。はじめはぎこちない動きだったが、徐々に慣れてくると滑らかになってくる。

「下から見ているだけでイってしまいそうだ」

　薄らと汗をかいている賢人が、楽しそうに唇を歪めていた。

　その刺激的な表情に恵美は自分の下腹部がキュンと疼くのを感じた。さらに動きが速くなっていく。

「んんっ、あぁ……ァァ……んっ、止まらない……ッ！」

　淫らな自分に嫌気が差すと同時に、とめどない興奮が思考を覆い尽くしていく。

「もっと感じる動かし方を教えてあげよう。恥骨の部分を前だけではなく、斜め上に持ち上げるように動かしてごらん。手を後ろに置くとやりやすい」

「斜め上……」

　少し尻を浮かせるようにしながら、腰を前に突き出した。

「ひぅぅ!?」

　手前の気持ちいいところに賢人の雁首が圧迫するように当たり、恵美は悲鳴のような声が出てしまった。

「気持ちいいところを知ったら、気が済むまで感じてごらん」

　賢人に言われた通りに、恵美は快楽を貪るように腰を振っていった。尿意のような感覚もあるが、それもまた気持ちがいい。

「くっ……締まってきたな」

「あんっ、けん、と……さぁ……ん。わ、わた、し……また、イっちゃい……ま、す……ッ」

「イけ。僕と一緒にイクんだ」

「あああっ！　も、もうダメ……！　我慢でき、な……あああ……ァァ……！」

「イク……ッ！」

　腰を掴んだまま、賢人が射精をする。

　吐精と同時に腰を突き上げられてしまったため、恵美はのけ反りながら身悶え、絶頂をした。膣壁が何度も収縮を繰り返し、彼の精を一滴残らず絞り出す。

　恵美は呼吸を整えるのに必死だった。

「頑張ったね。だけど、君が煽るから、まだ僕のものは収まらない」

　体を起こした賢人は、恵美のことをきつく抱きしめた。座位の態勢になり、下から突き上げるように腰を動かしていく。尻肉を掴まれ、腰の位置を固定されたまま、ピストンを繰り返す。

　この姿勢だとより密着できるためか、深いところまで亀頭が圧迫してくる。雁高のくびれの部分で膣壁を削りながら、子宮口を何度も叩いた。

「あんっ、これも……すごい……っ」

　激しさを増した行為に酔いしれるまま揺さぶられ、どちらのものともわからない汗がシーツに染みを作っていく。それすらも卑猥に感じ、恵美は駆け抜けていく快感にただ身を任せた。彼にもっと近づきたい一心で賢人の腰に脚を回し、そのまま離れないようにぎゅっとしがみついた。

「くっ……。恵美の……締りがいい……！　気持ちよくて、頭がおかしくなりそうだ」

「わ、私も、です……ぅ。もっと、おかしく、狂って……ああんんっ」

　熱に浮かされた理性はぐずぐずに蕩け、恵美は自らも腰を振っていた。既に思考は前後不覚に陥っており、自然と快楽を求めるままに体が動く。

「エロすぎだ、恵美……」

　嬉しそうに笑った賢人は、恵美の乳首に吸い付いた。舌先で小刻みに弾きながら、大きな水音を立てて蕾を吸い上げていった。頬を窄め、上目遣いで恵美のことを見つめながら、賢人は小粒な果実を愛撫する。

　──そんないやらしい顔で……見つめないで……。

　淫靡な表情になった彼が、熱情を湛えた瞳で見つめてくる。愛する人を気持ちよくさせたいと必死になっている目に射抜かれ、恵美のお腹の奥がキュンと疼いた。

「……たまらない。もっと乱れてくれ」

　吸い付いていない膨らみを手で揉みしだきながら、硬くなったしこりを甘噛みしてくる。歯と歯に挟まれた乳実は卑猥に形を変えながら、さらに硬さを増していった。痛いような、甘いような、おかしな感覚に身悶えながら、恵美は何度も絶頂を繰り返す。

　──イキすぎて、おかしくなる……。

　上も下も快楽の波に襲われ、頭が真っ白になりそうだった。そんな中でも彼への愛情と愉悦を求める欲求は見失うことはない。恵美は無意識のうちに彼の首筋に顔を近づけ、そこを舐め始めた。

「くっ……！」

　賢人は喉を鳴らす。子犬にでもなかったかのように首筋や耳たぶに舌を這わせると、賢人が喘ぎ声を漏らしてくれた。彼の低い声に興奮しつつ、恵美の心に嬉しさが満ちていく。

　──賢人さんが感じてくれている……！

　それが幸せすぎて、恵美はもっと賢人を感じさせたくなった。体を丸めて低い姿勢になると、今度は賢人の小さな乳首に唇をくっつけた。

「恵美……!?　う……ぁ……！」

　厚い胸板を感じながら、自分よりも小さな頂きを舐めていく。ビーズぐらいの大きさのそれは刺激を与えると、確実に勃ち上がっていった。突起してくるとさらに舐めやすくなるため、恵美は速度を上げて舌を動かしていく。

「あ、くっ……！　恵美……ッ」

「賢人さんも……ここ、気持ちいいんですね」

「そんなこと、しなくて……あっ、くっ……いいんだ」

「私も賢人さんを……感じさせたいんです。夫婦になるんですから、与えられるばかりじゃダメなんです」

「く、あ……だ、だが……！」

　いつもは余裕で自分を感じさせてくれる賢人が面白いくらいに悶えている。完璧だと思っていた彼にも弱点はあるらしい。それを発見できただけでも恵美は自然と笑顔になってしまうのだった。

「あっ、きもち、いい……！　恵美の舌、絡んで……ッ」

「あんっ、賢人さん……あそこが……また、大きく、なって……!?」

「出そうだ。ここまでしてくれたんだ。一番深いところで……出すぞ……」

「ああっ、あっ、あっ、ああっ……！　ら、らめ……ぇぇ……！」

　腰を完全に浮かせるような態勢になって、賢人は射精をした。体が持ち上がってしまった恵美は落ちないようにしがみつきながら、彼の律動を体内で感じる。

　すでに何度も経験しているはずなのに、好きな人が絶頂する瞬間は心が幸せで満たされる。自分を何度も高みに導く賢人もまた、同じ気持ちを感じているのだろう。

「イキまくる恵美を見てると……興奮する……！」

　彼は性獣になったかのように鋭い眼光で見つめてくる。瞳の奥は、全くと言っていいほど欲求が衰えていなかった。

「抱いても、抱いても……もっと恵美がほしくなる……」

　恵美を抱きかかえながら、ゆっくりと倒れかかってくる。ベッドに仰向けの状態にされてしまった恵美は、彼の瞳を見つめた。

「ああ、ダメだ。そんな目で僕を見つめないでくれ。恵美を感じさせるだけの獣になってしまいそうだ」

「獣は……私も、同じです」

「お似合いということか。快楽に溺れる獣なんていいじゃないか。このまま二人だけの世界を楽しめばいい。誰も僕たちの間を邪魔することはできない」

　両手で恵美の豊満なバストを掴みながら、賢人が腰を揺らした。

　何度も射精をしても萎えることのない肉棒は、さらに硬さを増して膣内で暴れまわるかのようだった。長く太いため最奥まで届き、雁首が高いため蜜壁を抉るように動いて、反り返ったそれは手前の気持ちいい部分も刺激することができる。

　入れても引いても快感を与える熱棒に恵美はただ悶えるだけ。そんな彼女を見て、さらに興奮したのか賢人は笑みを浮かべながら突きだすように動いていった。

　一番深いところを叩かれると苦しいのに甘い感覚が全身に染み渡り、揉まれている乳房ですら絶頂してしまうほどだった。ずっと高みの快感が与えられている状態で、絶頂が止まることがない。

「もっと深く繋がりたい」

　そう呟きながら賢人は自身の肩に恵美の脚を乗せる。そのまま、叩きつけるように肉棒を動かした。

「ああああっ！」

　これ以上深いところはないと思った場所に、硬いものが届く。

　恵美は声を裏返らせながら首を左右に振って悶絶した。

「締まったな。ここがいいのか」

　ぎらりとした欲を孕んだ瞳の賢人が、がつがつと恵美のいいところを刺激し続ける。肌同士がぶつかる淫猥な音と恵美の嬌声が部屋に大きく響き、つながった部分からは混ざり合って白く泡立った蜜が飛び散っていく。酩酊するような思考の中で、恵美は彼と絡み合って一つになるような感覚に幸福を感じていた。

「恵美、愛してる」

「私も……」

　深いところで繋がりながら二人はキスを繰り返す。舌と舌を絡ませ、吐息が混ざり合うような激しい口付け。

「ああ……きつ、い……っ。また出すぞ」

「出して……賢人、さん……」

　膣内で膨らんできているのがわかる。

「ああ、出る……ッ！　イ、ク……ッ！」

　奥歯を噛みしめながら、賢人は射精をした。

　射精が終わり、賢人が引き抜こうとする。

「ま、待って……」

　恵美は思わず、脚で賢人のことを抱きしめた。

「もう少しこのままで」

　その言葉に微笑みを浮かべた賢人は恵美にキスをした。

　──もう……大丈夫だ。

　気がつけば二十三時を過ぎているのに、『発情』が収まっている。単に欲望が満たされただけではなく、彼の愛を間近で感じたからだろう。

　幸せな気持ちになったから、不安も消え失せた。

「ありがとうございます、賢人さん」

「礼をいうのは僕の方さ。君と一緒にいると、いつも頑張ろうという気になれる。生きる活力が湧くんだ」

「そんな……」

「やっと僕が生まれた理由がわかったよ。君と出会い、愛し合うためだ……。恵美とならどんな困難だって乗り越えられる」

「私もです。賢人さんがいるから幸せなんです……」

　こうして、二人は夜明けるまで愛を確かめあった。








エピローグ　あなたと一緒に生きる『幸福』








　タイミングや心の準備を整えてから、恵美たちは結婚することを事務所内の人たちに発表をした。

　みんな驚くかと思ったが意外とすんなりと受け入れてくれたことに、賢人と恵美は逆にびっくりしてしまうほどだった。ある先輩社員曰く、みんな賢人が恵美に想いを寄せていることに気づいていたらしく、進展のない二人にやきもきしていたらしいのだ。そのためか、結婚することを伝えるとたくさんの祝福の言葉をかけられたのだった。

　この場に、恵美の先輩でもあり、事務所の初期から社員である佐藤はいない。

　賢人に睡眠薬を盛り、関係を偽装するような写真を撮ったという証拠を突き出した結果、彼女は顔面蒼白となり、そのまま事務所をやめていった。本当は告発してもよかったのだが、今までの付き合いのためか賢人が情けをかけ、口外しないことを条件に何も罰を与えなかった。

　恵美はそれでよかったと思っている。

　確かに傷ついたのは事実だが、もし彼女が心を入れ替えてくれるのであれば罰は必要ないと思っていたから。それに、そういった決断をした彼の優しさも尊重したいと思っていた。

「『体質』は落ちついているみたいだね」

　今まで病院で検査してもらうことを拒んでいたが、恵美は診てもらうことを決心した。これから彼と共に同じ人生を歩んでいく上で必要なことだと思ったからである。彼に紹介してもらった医者も恵美のことを最大限に配慮してくれたのも嬉しいことだった。

　結果として、原因は不明。精神的なものが関係しているのでは、という今までの推測以上の答えを得ることはなかった。

　この結果に恵美は満足していた。

　理由がわからないのは確かに気にはなったが、賢人と一緒になってから『体質』も静かになっている。

　毎日のように彼に愛され、幸せな日々を過ごしているからかもしれない。

「ここでの生活は慣れてきた？」

　プロポーズを受けてから、恵美は賢人と一緒に住むことになった。元々、賢人の家が広かったのでそのまま転がり込むような感じだったが。一緒に住むと相手の嫌なところが見つかるというが、それが全くないのである。むしろ、どんどん彼のことを好きになっていた。

　今も結婚式の準備に追われているが、恵美の意見を尊重しつつ、自分もしっかり動いてくれている。こんなに素敵な彼が自分の旦那様になるのだと思うと、恵美はいつもにやけてしまうのだった。

　ソファに座りながら招待状をまとめていると、賢人が隣に座った。

「これから式の準備が忙しくなりそうだね」

「そうですね。私はそうでもないですけど、賢人さんは友人が多いですから──」

　賢人が人差し指で恵美の唇を押さえた。

「敬語。僕たちは夫婦になるんだ。そんなかしこまった話し方じゃダメだよ」

「そうは言っても……」

　賢人とはずっと敬語が当たり前だった。夫婦になると言ってもすぐに癖を抜くことはできない。

「できないなら体に教え込もうかな」

　賢人が恵美を抱き寄せる。

「明日は休日だ。朝まで愛し合おう」

「……ッ」

　賢人のささやきに耳まで赤くなってしまう。

　彼は絶倫のため、文字通り朝まで抱かれてしまうのだ。恵美もまた賢人との交わりを望むため、彼との一晩は十分満足のいくものになっている。だが、あまりに激しいため、思い出すだけで顔から火が出てしまいそうだった。

「か、からかわないで下さい」

「僕は本気だよ」

「それに……その……」

　恵美は言いづらそうに下を向いた。

　彼女の顔を見るように、賢人は下から覗き込む。

「どうしたんだ？」

「実は……、赤ちゃんができたみたいです」

「──ッ!?」

　今まで見たこともない賢人の表情。だが、一瞬にして笑顔へと変わり、

「それはよかった」

　優しく抱き寄せ、恵美の額にキスをした。

「君の子どもか……。楽しみだ。きっと素直で、優しい子になるだろうな」

「男の子か女の子、どちらですかね」

　未来のことを考えると二人の会話は弾むばかりだった。

「ところで」

　おめでたい報告に水を差さないように空気を慎重に読みながら、賢人が言った。

「『体質』はどうなのだろう？」

「わからないです。妊娠している最中は初めてなので」

　妊娠してからすでに数週間は経っているが、未だに『発情』の兆しすら見えない。今までそういった現象がなかったかのようにすっきりとした体調が続いているのだった。

「でも、たぶん大丈夫です。不思議ですけど、満たされている感じがするので」

「そうか。ひとまずは安心だが、もし何かあったらすぐに言ってくれよ。まあ、心も体も僕がいつでも満たしてあげるから」

　優しい表情をした彼に、恵美もまた笑みを返す。優しくお腹をさすりながら、二人は寄り添い合うのだった。
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　はじめまして、あいうちなのと申します。

　この度は『濃蜜ラブルージュ』様の創刊第一弾のラインナップに加えていただき、ありがとうございます！

『濃蜜ラブルージュ』様のレーベルコンセプトを聞いたとき、すぐに「発情体質」というネタが湧いてきました。濃厚なエロスを売りにしているレーベルということで早めにラブシーンを入れてほしいという要望があり、そうなるためには有無を言わさない状況にした方がいいのかなと考えたからです。

　担当様も快諾してくれてお話を掘り下げようとしたのですが、これが中々難しく……。

　いくら発情しているからといって誰でもいいわけではないですし、ヒーローだってすぐに手を出してしまったら、それこそ魅力が下がるんじゃないのかなと思ったからです。

　そこで思いついたのが、ヒーローの賢人がとにかく察しがいいこと。

　察しのいい男性は魅力的ですよね。言葉や行動以上の気持ちをすぐさま察してくれるのは大変嬉しいことです。

　難しさは常に感じておりましたが、ひとまず形にすることができてほっとしております。少しでも多くの方がこの物語を楽しんでいただければ幸いです。

　個人的にも濃蜜ラブルージュ様は注目しておりまして、「エロくしよう！」という気概が気に入っております。女性向けにエロスを濃くしたものは一読者としても早く読みたいですね！

　担当様にも「もっとアクセルを踏んでいいですよ」とアドバイスをいただき、可能な限りのエロスを目指して書きました。あとがきを書いているこの時点では他の作品を拝見していないのですが、配信されたらぜひとも目を通してみたいと考えております。

　それでは謝辞を。素敵な表紙イラストを描いてくださいました、ウエハラ様。艶めかしいイラストに仕上がっておりまして、作品の魅力をぎゅっと凝縮しているようでした。

　また、根気強く相手をしてくださった担当様。まだまだ勉強の身ではありますが、いろいろと的確な指摘をありがとうございます。少しでもレーベルの目指すところに近づけていればと思います。

　最後に、ここまで読んでくださった読者の皆様。拙い作品ではありますが、少しでも刺さるものがあれば嬉しいです。

　それではまたの機会がありましたら、お会いしましょう！
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たくさん小説を書いております。

大変な体質を持ったヒロインとそれを受け止めるヒーローのお話です。
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